
図面番号 図面名称 縮尺

Ｍ－　 １

Ｍ－　 ２

Ｍ－　 ３

Ｍ－　 ４

Ｍ－　 ５

Ｍ－　 ６

Ｍ－　 ７

Ｍ－　 ８

Ｍ－　 ９

図面番号 図面名称 縮尺

Ｍ－１０

Ｍ－１１

Ｍ－１２

Ｍ－１３

Ｍ－１５

Ｍ－１４

機械設備工事特記仕様書１

機械設備工事特記仕様書２

工事区分表

S=1/200

改修　 配置図

現況及び撤去　 配置図

給排水衛生、 ガス設備図

給排水衛生、 ガス設備図

給排水衛生、 ガス設備図

S=1/200

S=1/１ 00

給排水衛生、 ガス設備図

S=1/１ 00

S=1/１ 00

S=1/１ 00

Ｍ－１６

Ｍ－１７

Ｍ－１８

Ｍ－１９

Ｍ－２０

給排水衛生、 ガス設備図 S=1/　 ５ ０

給排水衛生、 ガス設備図

給排水衛生、 ガス設備図

給排水衛生、 ガス設備図

給排水衛生、 ガス設備図

S=1/１ 00

S=1/１ 00

S=1/１ 00

給排水衛生、 ガス設備図

給排水衛生、 ガス設備図

給排水衛生、 ガス設備図

S=1/　 ５ ０

S=1/　 ５ ０

S=1/　 ５ ０

給排水衛生、 ガス設備図 S=1/　 ５ ０

S=1/１ 00

Ｍ－２１

Ｍ－２２

Ｍ－２３

Ｍ－２４

Ｍ－２５

Ｍ－２６

Ｍ－２７

Ｍ－２８

Ｍ－２９

Ｍ－３０

Ｍ－３１

Ｍ－３２

Ｍ－３３

Ｍ－３４

Ｍ－３５

Ｍ－３６

旧農業管理センタ－改修工事（機械設備工事）

改修

改修

改修

改修機器表

S=1/１ 00空調設備図

空調設備図

S=1/１ 00空調設備図

S=1/１ 00空調設備図

１階　平面図（ 配管） S=1/１ 00現況及び撤去空調設備図

撤去機器表空調設備図

屋根伏図（ ダクト ）

３ 階　 平面図（ ダクト ）

２ 階　 平面図（ ダクト ）

空調設備図 S=1/１ 00現況及び撤去

空調設備図 S=1/１ 00現況及び撤去

空調設備図 S=1/１ 00現況及び撤去

S=1/　 50２ 階　 平面詳細図

１階　平面図（ ダクト ）空調設備図 S=1/１ 00現況及び撤去

３階　平面図（ 配管）

２ 階　 平面図（ 配管）

現況及び撤去空調設備図

S=1/１ 00現況及び撤去空調設備図

S=1/１ 00現況及び撤去空調設備図

３階　平面図換気設備図 改修 S=1/１ 00

換気設備図

Ｍ－３７

S=1/１ 00２ 階　 平面図改修

換気設備図

換気設備図 改修　機器表

改修 １階　 平面図

機械室　 平面詳細図現況及び撤去・ 改修

３階　 平面詳細図

２階　 平面詳細図

現況及び撤去・ 改修

現況及び撤去・ 改修

１階　 平面詳細図現況及び撤去・ 改修

衛生器具表

改修

改修

改修

３階　 平面図

２階　 平面図

１階　 平面図

屋根伏図現況及び撤去

３階　 平面図

２階　 平面図

１階　 平面図

現況及び撤去

現況及び撤去

現況及び撤去

保温施工標準図（ 2）

保温施工標準図（ 1）

Ｍ－３８

改修 S=1/１ 00空調設備図 ３階　平面図（ ダクト ）

１ 階　 平面図（ 配管）

２ 階　 平面図（ 配管）

３ 階　 平面図（ 配管）

設計者：大村建築設計事務所

発 注 者 ： 東 近 江 市

現況及び撤去 ２階便所平面詳細図



TEL

FAX

0748-24-1234

0748-24-0752

◆ 図 面 名 ◆

最新日

製 図
◆ 縮 尺 ◆◆ 工 事 名 称 ◆

8回目H○.○.○

7回目H○.○.○

6回目H○.○.○

5回目H○.○.○

4回目H○.○.○

3回目H○.○.○

2回目H○.○.○

1回目H○.○.○◆ 備 考 ◆ ◆ 設 計 事 務 所 ◆

東 近 江 市 役 所

◆　発　注　者　◆

 　． 　． 　．

 　． 　． 　．

 　． 　． 　．

 　． 　． 　．

 　． 　． 　．

 　． 　． 　．

 　． 　． 　．

◆ 図 面 番 号 ◆

確 認 者 確 認 者 図 作 者 図 作 者

株式会社　大村建築設計事務所 旧農業管理センタ－改修工事（機械設備工事）

Ｍ-１
機械設備工事特記仕様書（1）
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４

５

６

７

特　 　 　 記　 　 　 事　 　 　 項

総括安全衛生管理義務者

特　 　 　 記　 　 　 事　 　 　 項

種目

（ 1. 1. 3）

（ 1. 1. 1）

（ 1. 1. 7）

（ 1. 1. 4）

（ 1. 3. 8）

（ 1. 3. 7）

（ 1. 3. 9）

（ 1. 3. 3）

別　 途　 工　 事

概　 要　 説　 明

工　 　 種名　 　 　 称NO 備　 考構　 造

そ の 他 の 規  制

工 事 期 間 ・  限

工 　 事 　 名 　 称

用 　 途 　 規　  制

工 　 事 　 場 　 所
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　 ・   　 　 ・ 　 ５ 　 ・ 　 ７

　 ・ 　 ５ 　 ・ 　 ９ 　 ・ 　 ３ ０

　 ・ 　 ３ 　 ・ 　 ６ 　 ・ 　 ９

　 ・ 　 ５ 　 ・ 　 ９ 　 ・ 　 １ ２

しゅん工写真

（ 1. 4. 1）

（ 1. 4. 6）

（ 1. 4. 5）

（ 1. 5. 2）

（ 1. 4. 2）

　

区　 分

着工前

工事中

完成時

定期提出

備　 　 　 考分類・ 規格 提出部数撮影箇所

（ 1. 7. 1から3） （ 表1. 7. 1）

２

２

２

２

１

２・ サービス版 　 状況によりつなぎ写真

・ サービス版　 　 ※キャビネ版

・ サービス版

・ サービス版

・ サービス版

　 必要に応じ撮影する

　 完了届提出用

　 工事月報用

　 主として外観

　 主として内観・ サービス版　 　 ※キャビネ版

技能検定作業適用工事種別

（ 1. 6. 2）

項　  目適用

機　 械　 設　 備　 工　 事　 特　 記　 仕　 様　 書

　 ・ 　 　 　 ・ 　 １ ０ 　 ・ 　 ３ ０
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備

受
　
水
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備
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通
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備

共
　
通
　
事
　
項

１ 階 ２ 階 ３ 階

工
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概
　
要

機
械
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事
仕
様

一
　
　
般
　
　
共
　
　
通
　
　
事
　
　
項

　
　
ガ
 
ス
 
設
 
備

３ 　 施工に際し 、 施工手順書である建築工事施工チェ ッ ク シート ( 最新版)に従い、 提出のこ と 。

　 　 特記事項に記載の「 　 」 内表示番号は、 標仕の当該項目、 当該表、 当該図を示す。

　 (3)  特記事項に記載の（ 　 ） 内表示番号は、 標仕の当該項目、 当該表、 当該図を示す。

　 　 ・ 　 印と  ※ 印のある場合はと も に適用する。

　 　 ・ 　 印のない場合は ※ 印のあるも のを適用する。

　 (2)  特記事項は   ・  印のついたも のを適用する。

　 (1)  項目は番号に    印のついたも のを適用する。

２ 　 特 記 仕 様

　 「 機械設備工事監理指針( 最新版)」 及び「 建築改修工事監理指針( 最新版) 」 を参考と する。

　 (以下「 標仕」 と いう 。 )及び「 公共建築改修工事標準仕様書( 機械設備工事編) ( 最新版) 」 (以下「 改修標仕」 と いう 。 )による。 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

1　 図面及び特記仕様書に記載さ れていない事項は、 全て国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「 公共建築工事標準仕様書(機械設備工事編) ( 最新版) 」

まない。

する資料を、 監督職員に提出するこ と 。 ただし 、 期間には、 土曜日・ 日曜日・ 国民の祝日に関する法律に定める国民の祝日等は含

「 工事カルテ」 を作成し 、 監督職員の確認を受けた後に、 次に示す期間内に登録の手続きを行う と と もに、 登録さ れるこ と を証明

　 受注者は、 工事請負代金５ ０ ０ 万円以上の工事について、 工事実績情報サービス(Ｃ ＯＲ Ｉ Ｎ Ｓ )入力システムに基づき、 「 工事

料と も ） は、 一切受注者負担と する。

・ 東近江市　 都市整備部　 施設建築課　 工事管理マニュアル( 最新版)

・ 機械設備工事監理指針( 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　 最新版)

・ 工事写真の撮り 方( 建築設備編) 営繕工事写真撮影要領・ 同解説( 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　 最新版)

・ 公共建築設備工事標準図( 機械設備工事編) (国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・ 環境課監修　 最新版)

・ その他関係法規に基づき安全に施工するこ と 。

こ と 。

・ 本図は、 工事の大要を示すものであるので、 詳細位置等については、 監督職員と 打合せの上、 その指示に従い、 入念に施工する

る場合の優先順位は、 記載の順序と する。

・ 本工事は、 工事請負契約書及び同約款を遵守し 、 本特記仕様書を含む図面、 標仕により 完全に施工する。 上記相互間に相違のあ

　本工事における、官公庁の各検査、完了に係る消防法等全ての法的検査は、受注者にて行うものとする。また、その費用（手数官公署その他への届出

産業廃棄物の処理

発生材の処理等

安全対策

別契約の関連工事

( Ｃ Ｏ Ｒ Ｉ Ｎ Ｓ )

工事実績情報の登録

条件明示項目

電気保安技術者

技術管理

適用基準等

施工基準

現場代理人等

工業専用

指定なし風致地区　 　 自然公園　 宅造規制区域　 市街化区域　 市街化調整区域　 法２ ２ 条指定区域

準工業 工業 指定なし

第１ 種中高層 第２ 種中高層 第１ 種住居 第２ 種住居

契約工期による

近隣商業 商業

第２ 種低層第１ 種低層

準住居

旧農業管理センタ －改修工事（ 機械設備工事）

建築工事、 電気設備工事

改修 RC 843. 87 727. 22 2, 249. 14678. 05

PC/S

S

32. 03

19. 56

東近江市八日市緑町27番17号

床　 面　 積　 ( m 2)
延面積( m 2)

【 既設棟】

事務所

【 増築棟】

エレベータ ー

倉庫・ 便所

※　 部分的な設計変更又は一部の追加工事などに関し て請負代金に増減が生じ た場合は、 受注者は、 施工に先立ち工事費の増減

　 工事現場に置く 電気保安技術者は、 電気事業法に基づく 電気主任技術者の職務を補佐し 、 電気工作物の保安の業務を行う も のと

　 に近隣家屋に騒音、 振動等公害発生のないよう 留意し 、 工事全般に万全の対策を講ずるこ と 。 また、 実施運営についても担当者

※　 工事車両の出入り については、 速度制限を遵守し 、 危険防止に努めるこ と 。 また、 必要に応じ て交通整理員を配置すると と も

２ 　 「 資源の有効な利用の促進に関する法律」 （ リ サイクル法） 及び建設副産物適正処理推進要綱を遵守し 、 建設副産物の発生

４ 　 施工計画書には、 契約者の写し 、 施工者の写し 、 搬出先までのルート 図、 運搬車のナンバープレート  一覧を添付すること 。

　 するこ と 。

３ 　 受注者は、 「 廃棄物の処理及び清掃に関する法律」 を遵守し 、 同法第１ ２ 条の３ によるマニフ ェ スト システムにより 的確に実施

　 抑制及び再利用の促進に努めること 。 また、 再生資源利用〔 促進〕 計画書及び同実施所を作成し 、 速やかに報告のこ と 。

　 る法律　 （ 建設リ サイクル法） を遵守し 、 分別解体及び再資源化を実施するこ と 。

１ 　 本工事に使用する特定建設資材及び排出する特定建設資材廃棄物については、 「 建設工事に係る資材の再資源化等に関す

　 受注者は、 産業廃棄物を適正に処理するに当たり 以下事項を含め、 事前に監督職員に施工計画書を提出し て承諾を受けるこ と 。

　 労働安全衛生法第３ ０ 条第２ 項の総括安全衛生管理義務者を指名するこ と 。

　 建設機械は、 国土交通省指定の低騒音型建設機械（ 標識を見易い箇所に表示すること 。 ） を使用するこ と 。

　 受注者は、 過積載等の違法運行防止を図るため、 道路交通法を遵守する旨を記載し た施工計画書を提出すること 。

　 喫煙等については、 一定の場所を指定し 、 火元責任者を配するこ と 。

　 を行い、 関係法令に従い安全堅固に設置するこ と 。

・ 　 別添仮設計画図・ 配置図等により 示さ れた仮設計画を参考に、 受注者にて構造、 施工方法について十分検討の上、 事前に協議

　 む。 )又は「 軽微な変更の届け」 の必要が生じ た場合は、 申請手数料も 含めて受注者の負担にて遅滞なく これを行う こ と 。

※　 材料、 工法等の変更により 建築基準法第６ 条第１ 項「 計画の変更に係る確認」 の申請( 法第１ ８ 条第２ 項においての適用を含

　 を精算し た内訳明細書を提出し 、 監督職員の承諾を受けるこ と 。

する。 　 　 ・ 要　 　 ・ 不要

止対策要綱を遵守する。

　 受注者は、 建設業法に定める専任の技術者の任命を行い、 現場に派遣し 技術管理に当たら せること 。 また、 建設工事公衆災害防

　 　 までの期間については、 主任技術者又は監理技術者の工事現場への専任を要し ない。

　 (2)  工事請負契約書（ 以下「 契約書」 と いう 。 ） の規定に基づく 完了し た旨の報告を受け、 完了確認し た翌日から契約期間満了

　 　 期間) については、 主任技術者又は監理技術者の工事現場への専任を要し ない。

  ( 1)  請負契約の締結後、 現場施工に着手するまでの期間（ 現場事務所の設置、 資機材の搬入又は仮設工事等が開始さ れるまでの

５ 　 主任技術者又は監理技術者の専任を要し ない期間

４ 　 現場代理人と 主任技術者又は監理技術者を兼ねること ができる。  

３ 　 主任（ 監理） 技術者も同様の確認を受けなければなら ない。  

　 付し なければなら ない。 また、 変更が生じ た場合は、 速やかに「 現場代理人等変更届」 を提出し 、 確認を受けなければなら ない。

２ 　 現場代理人は、 監督職員に受注者と の直接的な雇用関係の確認できるも の（ 健康保険証の写し 等） を「 現場代理人等届」 に添

　 期間は常駐の必要はないが、 現場の保全を行い、 緊急時の対応を速やかにと れる体制を確保するこ と 。

１ 　 原則と し て、 現場代理人は他の工事と 重複し て従事するこ と はできない。 ただし 、 工事準備等を含め工事現場が不稼動である

区分の取り 合いについて図示にて説明し 、 施工時に必要に応じ 協議を行い連絡を密にするこ と 。

　 受注者は、 別途施工する工事別の業者間で互いに連絡を取り 、 定期的に協議を行い、 工事施工上の調整を図るこ と 。 また、 工事

　 (1)  工事受注時　 　 　 　 　 契約締結後１ ０ 日以内

※　 工事車両の出入り については、 現場協議の上、 決定と し 、 安全管理員を配置し て危険防止に努めるこ と 。

　 と 協議を行い、 支障のないよう 努めること 。

　 ※構外搬出適切処理　 　 ・ 指定（ 　 　 　 　 　 ）

　 ( 2)  工事内容の変更時　 　 変更契約締結後１ ０ 日以内

　 (3)  工事完成時　 　 　 　 　 工事完成後１ ０ 日以内

　 なお、 変更時と 完成時の間が１ ０ 日に満たない場合は、 変更時の提出を省略できるものと する。

　 と 。 施工は、 特定フ ロンを使用し た材料・ 工法を用いないこ と 。

施工図等の取り 扱い

完成時の提出図書

工事写真

取扱説明書の作成

各種検査合格書等

技術検査

建築材料等

材料等の保管

材料の検査に伴う 試験

特別な材料の工法

技能士

材料の品質等

設計Ｇ Ｌ

市内下請

・ 材料調達の促進

施工体制点検

不法無線局の排除

近隣家屋の調査

地元説明会

バリ アフリ ー

設計図の製本

環境配慮

軽微な変更

不当介入の防止

フ ロン回収等

保険等

試験は、 原則と し て公的試験場で行う ものと し 、 その場所の決定に当たっては、 監督職員の承諾を受けること 。

標仕に記載さ れていない特別な材料の工法については、 材料製造所の指定する工法と すること 。

　 る場合は、 監督職員の承諾を受ける。

建築材料等は、 極力県内産品を選定するこ と と し 、 製品等は、 特記さ れたもの又は同等品以上と する。 ただし 、 同等品以上と す

　 前、 作業終了後の確認等確実な管理を行う も のと する。

シンナー等については、 工事現場に放置するこ と なく 、 保管を厳重に行い盗難を防止すると と もに、 保管数量についても 、 作業

　 同等以上の品（ 以降、 同等品と 記す。 ） を使用するも のと し 、 同等品を使用する場合は、 監督職員の承諾を受けるこ と 。

なお、 こ れら の材料を使用する場合は、 設計図書に定める品質、 性能を有するこ と の証明と なる資料又は外部機関（ ( 社) 公共建

　 （ 6） 販売、 保守等の営業体制が整えら れていること 。

　 （ 5） 製造又は施工の実績があり 、 その信頼性があるこ と 。

　 （ 4） 法令等で定める許可、 認可、 認定、 免許等を取得し ていること 。

　 （ 3） 安定的な供給が可能であるこ と 。

　 （ 2） 生産施設及び品質の管理が適切に行われているこ と 。

　 （ 1） 品質及び性能に関する試験データ が整備さ れているこ と 。

及びその製造者は、 次の（ 1） から（ 6） の事項を満たすも のと する。

材料の利用にも 努めるこ と 。

本工事に使用する材料は、 設計図書に定める所要の品質及び性能を有するものと し 、 Ｊ Ｉ Ｓ 又はＪ Ａ Ｓ のマーク 表示のない材料

　 冷媒にフ ロンを使用し ている機器の撤去においては、 メ ーカー等により フ ロンガスを全量回収し 大気放出をし ない処理を行う こ

東近江市の発注する建設工事等における暴力団員等による不当介入の排除について

施工図等の著作権に係わる当該建築物に限る使用権は、 発注者に移譲するも のと する。

使用電力、 燃料等の使用を抑制し 、 効率的な施工計画をたて、 省エネ施工に努めるこ と 。

　 ない。 また、 その費用( 手数料と も) は、 一切受注者負担と する。

工事着手前に製本を作成し 、 監督職員に提出のこ と 。 　 指定サイズ（ Ａ 1又はＡ ３ ） 　 ４ 部

バリ アフリ ー化に当たっ ては、 「 だれもが住みたく なる福祉滋賀のまちづく り 条例」 を遵守すること 。

家屋工作物等についても 調査を行う こ と 。

受注者は、 施工に先立ち地元自治会、 近隣住人等に工事施工内容の説明を行う こ と 。

　 いると 疑わし い車両を発見し たと きは、 速やかに監督職員にその旨報告するこ と 。

「 公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律」 に従い、 施工体制を講じ るこ と 。

　 る保険に加入すること 。

　 こと 。

　 めること 。

市内下請業者・ 市内材料調達の促進について

※図示　 　 　 ・ 現場にて指示

最新版)による。 完成写真の撮影場所は、 監督職員の指示による。 し ゅん工写真は、 アルバム製本にて提出すること 。

（ 「 不当介入に関する通報制度」 の徹底について）   

　 に対し て、 十分に指導を行う も のと する。

　 する。

　 時点で速やかに警察に通報を行う と と もに、 捜査上必要な協力を行う も のと する。

　

　 う 。 ） による不当介入（ 不当な要求又は業務の妨害) を受けた場合は、 断固と し てこれを拒否すると と も に、 不当介入があっ た

　 け出ると と も に、 監督職員に報告するものと する。 また、 受注者は、 以上のこと について下請請負人(再委託の協力者を含む。 )

　 し ゅん工引渡し 時に取扱説明書等必要書類を必要部数作成し 、 フ ァ イリ ングし て提出すること 。

※完成図(し ゅん工図) 提出部数　 ※４ 部　 　 ・ 　 　 部（ 訂正し た図面）

　 なお、 責任施工のも のは、 受注者・ 施工下請業者・ 材料製造所の連名書と すること 。

　 各種検査を必要と するも の、 責任施工のものは、 各合格書又は保証書及びその写し 各２ 部を提出すること 。

※東近江市の求める部数と する。

（ 部数、 詳細については、 監督職員の指示による。 ）

画素数は１ ２ ８ ０ ×９ ６ ０ 画素以上と する。

　 工事施工途中において、 適宜中間技術検査を行う 。

※施工計画書　 　 　 　 提出部数　 ※１ 部　 　 ・ 　 　 部

※施工図　 　 　 　 　 　 提出部数　 ※１ 部　 　 ・ 　 　 部 ( 指定サイズ及び電子媒体（ Ｃ Ｄ －Ｒ ） ）

※保全に関する資料　 提出部数　 ※２ 部　 　 ・ 　 　 部

　 ファ イル形式をＪ Ｐ Ｅ Ｇ と し 、 Ｄ Ｖ Ｄ －Ｒ にて提出すること 。

　 工事管理写真はカラーと し 、 その内容が明確に判別できるも のと する。 デジタ ルカメ ラの総画素数は、 ２ ０ ０ 万画素以上、 記録

こと 。 万一、 損傷等が生じ た場合は受注者の責任において現状に復旧するこ と 。 また、 受注者自ら 必要と 思われる図示以外の近隣

　 気汚染（ 揮発性有機化合物） 対策と し て、 その原因と なる物質の含有量が低濃度である材料を選定する。 （ 標仕を参考と すること 。

屋内で使用する各種塗料類、 接着剤類、 その他の材料のホルムアルデヒ ド 放散量はＦ ☆☆☆☆と する。 あわせて、 その他室内空

する。 ただし 、 あらかじ め監督職員の承諾を受けた場合は、 この限り ではない。 また、 備考欄に商品名が記載さ れた材料は、 当該

　 築協会等） が発行する「 建築材料・ 設備機材等品質性能評価事業」 の評価書等の写し を、 監督職員に提出し て承諾を受けるも のと

） 更に、 環境配慮の視点から 、 グリ －ン購入法に基づく エコマ－ク 商品や建設リ サイクル法により 再資源化さ れたリ サイク ル製品、

設計図書に明記なく と も 機能上、 構造上当然必要と 認めら れる軽微な変更及び追加工事においては、 請負金額の変更対象と し

受注者は、 工事の着手前、 完了後に、 図示部分の近隣家屋・ 工作物等の調査を実施し 、 工事の起因する損傷等の有無を確認する

受注者は、 電波法を遵守し 、 不法無線局を搭載し た工事車両を使用し ないも のと し 、 工事現場において、 不法無線局を搭載し て

受注者は、 工事の内容に応じ た火災保険、 建設工事組立保険等を工事目的物に付すと と もに、 第三者等への損害についても 補償

２ 工事施工に必要な建設用資材や建設機械を購入又は借入れする場合は、 極力地場調達するなど、 施工に当たっての配慮をする

　 るこ と 。 その場合、 適正な価格で請け負わせ、 下請代金は適正な期間内に支払う こ と 等、 下請契約、 下請代金支払の適正化に努

１ 本市発注の建設工事等の施工に当たり 、 下請契約する場合には、 できる限り 東近江市に本店を有する業者へ発注するよう 努め

工事写真の撮影要領は、 工事写真の撮り 方( 建築設備編) 営繕工事写真撮影要領・ 同解説(国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

１ 　 受注者は、 暴力団員等（ 暴力団の構成員、 暴力団関係者、 その他市発注工事等に対し て不当介入をし よう と する全ての者をい

２ 　 受注者は、 前項により 通報を行った場合には、 速やかにその内容を記載し た通報書（ 別記様式第１ 号） により 所轄警察署に届

３ 　 受注者は、 暴力団員等による不当介入を受けたこ と が明ら かになり 、 工程等に被害が生じ た場合は、 監督職員と 協議するもの

※ウォータ ーハンマー防止の為の措置を講ずるこ と 他

その他

　 なお当該工事範囲において、 既存配管等があった場合は、 監督職員の指示により 、 本工事で迂回等の工事を行う こ と 。 また、 撤去工事は、 特に既設配管の

　 ④管を支持し 、 又は固定する場合においては、 吊金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震、 その他の震動、 衝撃の緩和のための措置を講ずるこ と 。

・  改修工事の際に新設し た配管と 既設配管を接続する場合は、 バルブを取付け、 工事範囲を明確にし ておく こと 。 ただし 、 消火配線のバルブは、 工事完了後に

　 ③管の伸縮その他の変形により 当該管に損傷が生ずるおそれがある場合においては、 伸縮継手又は可と う 継手を設ける等有効な損傷防止のための措置を

・ 　 建築設備（ 昇降機を除く ） 建築設備の支持構造部及び緊結金物は、 腐食又は腐朽のおそれがないも のと する。 支持構造部は、 建築物の構造体に緊結する

・ 　 地中配管においては、 配管の上下に保護砂を１ ０ ０ mm以上敷詰め、 埋め戻し は、 管の耐力の範囲内で厚さ ３ ０ ０ mmごと にダンパー・ ランマー等で敷固める

・ 　 防火区画貫通に関し ては、 関係諸法規に基づき完全に施工し 全施工箇所の写真を撮影するこ と 。

・ 　 防火、 防炎ダンパー類は、 国土交通大臣が認めたもの及び同認定を受けたものを使用するこ と 。

・ 　  本工事の施工については、 次に示す①から ⑨の法令・ 規則に基づき確実に施工するこ と 。

・ 　  各リ スト の数量は、 平面図等から 数量を再確認するこ と 。

・ 　 有価材の処分については、 監督職員と 協議を行い、 適切に処分すること 。

・   本工事に必要な仮設電気、 ガス、 水道等の引込工事費、 負担金、 基本料金、 使用料金等は、 引渡し 日まで、 原則と し て受注者の負担と する。

・ 　 屋外及び屋内露出と なる配管には、 指定色にて塗装工事を行う 。

・ 　 保温付被覆鋼管を支持する場合は、 保温材保護のため、 断熱粘着テープ２ 回巻きをし た上に支持バンド 等で固定と するこ と 。

・ 　 アスフ ァ ルト 切断復旧及びコ ンクリ ート 切断復旧する際は、 既設舗装仕様に準じ る。

・ 　 床排水目皿のわんト ラッ プは、 樹脂製と すること 。

・ 　 屋外及び厨房内の保温仕上げは、 ( ・ ステンレス　 ・  カラ ー鉄板) と すること 。

・ 　 屋内露出配管は、 カラー鉄板仕上げと するこ と 。

・ 　 上記以外の給水管、 排水管及び冷水管は、 (  ・  グラスウール　 ・ ポリ ステレンフ ォーム) にて保温するこ と 。

・ 　 屋外、 暗渠等の多湿場所における給水ピッ ト 内は、 ポリ エチレンフ ォームにて保温すること 。

・ 　 既設建物はつり 、 穴開け等に関し ては、 ダイヤモンド カッ タ ーを使用するものと し 、 事前に簡易配筋検査を行う こ と 。

・ 　 施工に際し 、 既設内容、 取合いをよく 調整し て、 既存設備の機能を低下さ せてはならない。

・ 　 本工事にて取り 付ける機器の結線調整は、 全て本工事と する。

・ 　 シール材( シールテープは使用し ない) は、 おねじ に塗布し 、 パイプレンチで適切に締め付けるこ と 。

・ 　 ライニング鋼管は、 ねじ 加工をリ ングゲージで確認後、 ライニング部をスクレーパーで面取り し 、 鉄部を露出さ せないこ と 。

・ 　 配管に空気だまり のないよう に施工し 、 図示以外で機能上必要と 思われる箇所には、 空気弁を取り 付けること 。

・ 　 弁枡・ 量水器枡内は、 玉砂利の敷詰めを行う こと 。

・ 　 コ ンク リ ート 製の会所等と 、 硬質塩化ビニル管の接続部は、 砂付加工の工場製品を使用し 、 漏水防止を図るこ と 。

・ 　 建物内埋設及びピッ ト 内の配管支持は、 全てスラ ブより 、 ステンレス製吊金具(棒鋼と も) にて吊り 支持と すること 。

・ 　 地中埋設の鋼管類は、 防食処理を行う こ と 。 また、 コ ンク リ ート 貫通箇所はプラスチッ クテープを巻き、 モルタ ル埋めと すること 。

・ 　 屋外地中配管においては、 埋設標示テープ、 標示ピン及び標示杭を分岐・ 曲がり 箇所に設けるこ と 。 ( テープは、 排水管を除く 。 )

・  轄消防署と 十分協議の上、 法的に支障のないよう 施工を行う こと 。

・  建物断水の伴う 工事については、 施設管理者及び監督職員と 十分に協議するこ と 。

・  凍結( 屋外等) のおそれがある箇所については、 保温を行う か水抜き配管を行う こと 。

　 ②建築物の部分を貫通し て配管する場合においては、 当該貫通部分に配管スリ ーブを設ける等、 有効な管の損傷防止のための措置を講ずるこ と 。

　 ①風圧、 土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対し て安全上支障のない構造と すること 。

・  建築物に設ける給水・ 排水その他の配管設備は、 次に示す①から ④項目に準ずる。

　 ⑨ガス事業法第４ ０ の４ の規定

　 ⑧Ｈ １ ２ 告示１ ３ ９ ０ 号（ 飲料水配管設備）

　 ⑦Ｓ ４ ８ 告示２ ５ ６ ３ 号（ 防火設備の構造方法）

　 ⑥Ｓ ５ ０ 告示１ ５ ９ ７ 号（ 給水、 排水配管設備）

　 ⑤Ｈ １ ２ 告示１ ３ ８ ８ 号（ 設備の構造強度）

　 ④下水道法１ ０ 条、 下水道法施工令８ 条（ 排水設備の設備及び構造の技術上の基準）

　 ③液化石油ガスの保安の確実及び取引の適正化に関する法律第３ ８ 条の２

　 ②建築基準法施工令第１ ２ ９ 条の２ の５ 項及び関係告示

　 ①水道法施工令第５ 条

・  全てのバルブには、 系統及び口径を記入し た札を取り 付けること 。

・ 　 機械の据付、 配管支持については、 地耐力を考慮し 、 「 建築設備耐震設計施工指針」 を参照と するこ と 。

・ 　 機械設備工事で建築工事を含む場合には、 建築工事に準ずる。

・ 　 機械設備工事で電気設備を含む場合には、 電気設備工事に準ずる。

　 ものと し 重機械を用いてはならない。

　 講ずるこ と 。

　 こ と 。

　 行先を確認の上、 安全に処理するこ と 。

　 全開にし ハンド ルを取り 外し ておく こと 。 ( 所轄消防署と 協議のこと 。 )

 　 ・ 定例会では、 前回議事の確認、 本回工事会議の確認、 指示事項、 その他質疑等、 次回打合せ日程の確認を行う こと 。 月１ 回総合

　  定例と し て、 電気、 機械等の設計者を交えて会議を行う こと 。

　  ・ 工事関係書類等は、 書面にて残すこと 。 工事関係者は腕章を付けるなどし て、 容易に区別できるよう にするこ と 。

 　 建築工事下請人報告書、 施工体制台帳等届出書(施工体制台帳、 施工体系図)再下請通知書について金額にかかわらず提出するこ と 。

 　 ・ 部分使用については、 し ゅん工検査までに、 使用する場合は、 検査員の検査を行う 。 検査の指示に従い、 書類を用意するこ と 。

　  ・ 質疑については、 所定の様式でやり と り を行う こ と 。

煙導材料

その他

保温工事

給湯ボイラ ー

方式

工事範囲及び説明

配管材料

熱源

その他

保温

配管材料

消火栓箱

消火ポンプ

消火充水槽

消火水槽

方式

その他

ガスの種別

試験

配管材料

ガス計量器

負担金等

その他

衛生器具

工事範囲及び説明

配管材料

排水方式

試験

保温工事

その他

既設量水器の移設を行う 。

　 　 　 　 　 ・ ポリ 粉体ライニング鋼管 Ｐ Ｄ

屋外配管： ・ 硬質塩化ビニル管　 Ｈ Ｉ Ｖ Ｐ ・ Ｖ Ｐ 　 ・ ビニルライニング鋼管 Ｖ Ｄ

屋内配管： ・ ビニルラ イニング鋼管 Ｖ Ａ 　 ・ 硬質塩化ビニル管　 Ｈ Ｉ Ｖ Ａ ・ Ｖ Ｐ

・ 　 　 　 　 　 　 　 ・ 　 　 　 　 　 　 ・ 　 　 　 　 　

配　 管　 等

口径( 　 　 　 ) mm　 ( 　 　 　 ) ｍ　 ( 　 　 　 )ｋ Ｗ

口径( 　 　 　 ) mm　 ( 　 　 　 ) ｍ　 ( 　 　 　 )ｋ Ｗ

・ 貸与　 ・ 本工事

・ 要　 ・ 不要

・ 要　 ・ 不要

給水工事その他については、 条例により 安全に施工すること 。

施工は、 標準図による。

本工事は下記の事項に従って給水栓等に至るまでの配管、 機器及び器具取付工事の一切を施工する。

（ 　 　 　 　 　 ） 製、 容量（ 有効　 　 　 ） ｍ3、 耐震（ ０ ． ６ ・ １ ． ０ ・ １ ． ５ ） Ｇ

（ 　 　 　 　 　 ） 製、 容量（ 有効　 　 　 ） ｍ3、 耐震（ １ ． ０ ・ １ ． ５ ・ ２ ． ０ ） Ｇ

（ 架空配管のＨ Ｉ Ｖ Ｐ は、 Φ４ ０ 以下・ ピッ ト 内・ 及び２ Ｆ 以下の範囲と する。 ）

屋内架空配管　 　 ※耐衝撃性硬質塩化ビニル管（ Ｈ Ｉ Ｖ Ｐ ） 　 ・ ビニルライニング鋼管（ Ｖ Ａ ） 　 ・ 架橋ポリ エチレン管

・ 都市ガス（ １ ３ Ａ ） 　 　 　 ・ プロパンガス　 　 　 ・ その他( 　 　 　 )

※配管用炭素鋼鋼管 ( 白)　 　 ・ フレキ管（ Ｓ Ｕ Ｓ ）

※ガス用ポリ エチレン管（ Ｐ Ｅ ） 　 　 ・ ポリ エチレン被覆鋼管（ Ｐ Ｌ Ｓ ）

※配管用炭素鋼鋼管 ( 白)

屋内架空配管

器具リ スト による。

曲がり 部は、 できる限り 大曲がり エルボを使用し 、 排水の流通を良く すること 。

施工は、 標準図及び標仕による。

・ フ ラッ シュバルブの取付けは、 事前に水圧を測定し (水圧が低い場合には、 低圧用フ ラッ シュ バルブに変更) 現状水圧に

・ 水栓類は、 節水コマ付き、 フ ラッ シュバルブは、 節水型と すること 。

・ 管末屋外水栓は、 凍結防止水栓(自動不凍コ マ付き)と すること 。

・ 大形鏡の裏には、 ク ッ ショ ン材を入れ、 割れ防止を行う こ と 。

　 適し た器具を選定するこ と 。

ガス湯沸器及び電気温水器の接地工事(本体から 接地付電源〔 電気工事〕 までの配線) は、 本工事で行う 。

本工事は増築工事に伴う 給湯設備を行う 。

・ 被覆鋼管　 　 ・ ステンレス鋼管（ Ｓ Ｕ Ｓ ） ・ 耐熱ビニルラ イニング鋼管（ Ｈ Ｔ Ｖ Ｄ ） 　 　 ※金属強化ポリ エチレン管

・ 保温付き被覆銅管（ 保温厚１ ４ mm以上） 　 ・ ポリ ブテン管　 　 ・ 架橋ポリ エチレン管

・ 耐熱ビニルライニング鋼管（ Ｈ Ｔ Ｌ Ｐ ）

・ 鋼板製　 　 ・ 亜鉛鉄板製　 　 ・ ステンレス製

・ 　 個別方式　 ・ 中央方式　 ・ 中央個別方式

・ 　 ガス湯沸器( 瞬間式) 　 ・ 　 電気温水器( 貯湯式) 　 ・ 　 温水発生器

・ 　 石油湯沸器( 瞬間式) 　 ・ 　 電気温水器( 瞬間式) 　 ・ 　 温水ボイラ

・ 　 Ａ 重油　 ・ 　 灯油　 ・ 　 プロパンガス　 ・ 　 都市ガス（ １ ３ Ａ ） 　 ・ 　 電気

※ビニル被覆鋼管（ Ｖ Ｓ ）

・ 圧力配管用炭素鋼鋼管（ Ｓ Ｔ Ｐ Ｇ ）

・ ポリ エチレン外面被覆鋼管（ Ｐ Ｓ ）

・ 水道用亜鉛メ ッ キ銅管（ Ｓ Ｇ Ｐ Ｗ）

・ ポリ エチレン外面被覆鋼管（ Ｐ Ｓ ）※ビニル被覆鋼管（ Ｖ Ｓ ）

所轄消防署と 十分協議の上、 安全に施工を行う 。

屋外露出配管は、 保温すること 。

屋内架空配管

屋内埋設配管

※配管用炭素鋼鋼管（ 白）

※配管用炭素鋼鋼管（ 白）屋外架空配管

屋外埋設配管

消火栓箱参考図による。

（ 　 　 　 　 ） 製、 容量（ 有効　 　 　 ） ｍ3

（ 　 　 　 　 ） 製、 容量（ 有効　 　 　 ） ｍ3、 （ 専用・ 受水槽兼用）

・ 連結送水管　 ・ 連結散水　 ・ 消火器　 　 ・ 炭酸ガス　 ・ スプリ ンクラー

保温工事

継手・ 弁等

配管材料

給水ポンプ

揚水ポンプ

高置タ ンク

受水タ ンク

量水器

負担金等

引込工事

その他

工事範囲及び説明

工事範囲及び説明

その他

水質試験

継手、 弁等

水圧試験

保温工事

配管材料

給水方式

屋外埋設配管　 　 ※耐衝撃性硬質塩化ビニル管（ Ｈ Ｉ Ｖ Ｐ ） 　 ・ ビニルライニング鋼管（ Ｖ Ｄ ）

屋外架空配管　 　 ※耐衝撃性硬質塩化ビニル管（ Ｈ Ｉ Ｖ Ｐ ） 　 ・ ビニルライニング鋼管（ Ｖ Ａ ）

屋内埋設配管　 　 ※耐衝撃性硬質塩化ビニル管（ Ｈ Ｉ Ｖ Ｐ ） 　 ・ ビニルライニング鋼管（ Ｖ Ｄ ）

施工は、 標準図及び標仕による。

水圧試験を行い漏水のないよう にすること 。

ライニング鋼管には、 管端防食継手( 埋設部は、 外面樹脂被覆型) 、 管端防食型弁、 ライニング弁を使用するこ と 。

鋼管に使用する５ ０ Ａ 以下の弁は、 管底コ ア付弁、 ６ ５ Ａ 以上は、 ライニング弁と するこ と 。

架空配管でＨ Ｉ Ｖ Ｐ を使用するには、 瑕疵検査時に水圧試験を行い確認すること 。

・ 　 単独式　 ・ 　 合流式　 ・ 　 屋内分流屋外合流式

屋外埋設配管　 　 　 　 ※硬質塩化ビニル管（ Ｖ Ｕ ） 　 　 　 ・ 硬質塩化ビニル管（ Ｖ Ｐ ）

屋外架空配管　 　 　 　 ※硬質塩化ビニル管（ Ｖ Ｐ ） 　 　 　 ・ 硬質塩化ビニル管（ Ｖ Ｕ ） 　 　 　 　

屋内埋設配管　 　 　 　 ※硬質塩化ビニル管（ Ｖ Ｐ ） 　 　 　 ・ 耐熱塩化ビニル管（ Ｈ Ｔ ）

屋内架空配管　 　 　 　 ※硬質塩化ビニル管（ Ｖ Ｐ ） 　 　 　 ・ 耐熱塩化ビニル管（ Ｈ Ｔ ）

満水試験及び通水試験を行い漏水のないよう にすること 。

３ 階以上の建物に関する排水管には、 各階毎に満水試験継手で設けるこ と 。

居室の天井、 壁を通る排水管で排水音の発生するおそれのある箇所には、 防音シート 巻きを施すこ と 。

・ 要　 ・ 不要

・ 貸与　 ・ 本工事

屋外埋設配管

屋外架空配管

屋内埋設配管　 　 　 　 ※ガス用ポリ エチレン管（ Ｐ Ｅ ） 　 　 　 ・ ポリ エチレン被覆鋼管（ Ｐ Ｌ Ｓ ）

気密試験後、 点火試験を行い、 燃焼の確認、 機器調整を行う こと 。

埋設で合成樹脂被覆鋼管の接続は、 合成樹脂被覆メ カ継手、 サービスコ ッ ク は、 合成樹脂皮膜ボールバルブと すること 。

配管用炭素鋼鋼管の支持は、 絶縁材付を使用するこ と 。

配管用炭素鋼鋼管で５ ０ Ａ 以下は、 ネジ接合と し 、 ８ ０ Ａ 以上は、 溶接接合と するこ と 。

液化石油ガス法、 ガス事業法、 高圧ガス取締法及びガス機器放置基準に基づいて施工を行う こ と 。

工事範囲及び説明

工事範囲及び説明

工事範囲及び説明

施工は、 標準図による。

直圧式　 　 ・ 　 加圧式　 　 ・ 重力式

区画貫通部　 　 　 　 　 ※耐火二層管　 　       　         ・ 防火区画用硬質塩化ビニル管（ Ｖ Ｐ ）

本工事は庁舎改修工事に伴う ガス設備撤去工事を行う 。

本工事は庁舎改修工事に伴う 給水設備の改修を行う 。

本工事は庁舎改修工事に伴う 排水設備の改修を行う 。

本工事は庁舎改修工事に伴う 衛生器具設備の改修を行う 。

本工事は庁舎改修工事に伴う 消火設備の改修を行う 。

・ 水噴霧消火　 ・ 泡消火　 　 ・ 屋外消火　 ・ 　 屋内消火栓

口径(  50x40 ) mm　 　 　 (  50 ) ｍ　 　 　 (  5. 5 ) ｋ Ｗ

飲適試験( ９ 項目+残留塩素) を行う こと 。 ( 　 1　 箇所)

本工事は、 旧農業管理センタ －整備に伴う 機械設備工事一切を行う 。
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　本工事に使用する機器材料は、下記に指定する製造者のものを使用のこと。ただし、同等品を使用する場合には、建築課所定の様式により承諾を得て使用のこと。

使　用　機　材　製　造　者　指　定

11

10

９

８

12種目

13

14

特　　　記　　　事　　　項項　 目適用

　 　 　 　 手動操作 → 排煙ダンパー → 自動起動盤 → 排煙機

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ↓

Ｂ方式＝煙感知器 → 中継器

Ａ 方式＝手動操作 → 排煙ダンパー → 自動起動盤 → 排煙機

排煙機

排煙方式

工事範囲及び説明

工事範囲及び説明

温度＜ＤＢ＞ 湿度＜ＲＨ＞ 温度＜ＤＢ＞ 湿度＜ＲＨ＞

％

％

％

％

℃

℃

℃

℃

屋　 内屋　 外

冬　 期

夏　 期

時　 期

場　 所

その他

ｵｲﾙｻー ﾋ゙ ｽﾀﾝｸ

オイルタンク

油の種類

床暖房

中央監視

自動制御

保温保冷

放熱器

ダクト の工法

ダクト 材料

配管材料

空気調和機

熱源機器

熱源

方式

設計温湿度条件

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ ビニルライニング鋼管（ Ｖ Ａ ） 　 　 　 　 　 ※プール廻り配管

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 耐衝撃性硬質塩化ビニル管（ ＨＩ Ｖ Ｐ ） 　 ※ろ過機器廻り配管

ＢＯＤ（ 　 　 ｐ ｐ ｍ） 、 ＳＳ（ 　 　 ｐ ｐ ｍ） 、 Ｎ（ 　 　 ｐ ｐ ｍ） 、 Ｐ （ 　 　 ｐ ｐ ｍ）

Ｊ Ｉ Ｓ (        )人槽、 (        　  )ｍ3／ＤＡ Ｙ

屋内架空

地上式・ 地下式・ 半地下式 (　 　 　 )製

別紙特記仕様書による。

接触曝気式・ 長時間曝気式・ 　 　 　 　 　 　 式

その他

処理水質

容量

処理方式

構造

配管材料

工事範囲及び説明

日本工業規格(Ｊ Ｉ Ｓ 規格)、 (社)日本バルブ工業会規格(Ｊ Ｖ 規格)

日本工業規格(Ｊ Ｉ Ｓ規格)

日本工業規格(Ｊ Ｉ Ｓ規格)

日本工業規格(Ｊ Ｉ Ｓ規格)

日本工業規格(Ｊ Ｉ Ｓ規格)

日本工業規格(Ｊ Ｉ Ｓ 規格)、 日本水道協会規格(Ｊ ＷＷＡ 規格)

日本工業規格(Ｊ Ｉ Ｓ 規格)、 日本水道協会規格(Ｊ ＷＷＡ 規格)

(社)空気調和・ 衛生工学会規格(ＳＨＡ ＳＥ －Ｓ規格)

日本工業規格(Ｊ Ｉ Ｓ規格)

日本工業規格(Ｊ Ｉ Ｓ 規格)、 日本水道協会規格(Ｊ ＷＷＡ 規格)

日本工業規格(Ｊ Ｉ Ｓ規格)

日本水道鋼管協会規格(ＷＳＰ 規格)

日本水道協会規格(Ｊ ＷＷＡ 規格)、 日本水道鋼管協会規格(ＷＳＰ 規格)

日本水道鋼管協会規格(ＷＳＰ 規格)

日本水道鋼管協会規格(ＷＳＰ 規格)

日本水道協会規格(Ｊ ＷＷＡ 規格)、 日本水道鋼管協会規格(ＷＳＰ 規格)

日本工業規格(Ｊ Ｉ Ｓ規格)

製　 　 造　 　 業　 　 者機　 材　 名適用

弁きょ う 及び蓋

Ｔ ＯＺ Ｅ Ｎ倉敷化工

日本サーモエナー

三菱電線

ミ ウラ化学装置

パナソニック電工

パナソニッ クジョ ンソン

マックス

成　 　 研三進ろ過

Ａ　 Ａ　 Ｎ

アズビル

Ｌ Ｉ Ｘ Ｉ Ｌ前澤化成工業ニッ コーダイワ化成クボタ

矢崎総業富士工器伊藤工業

ホーコス福西鋳物長谷川鋳工所ダイト レ下田エコテッ ク

ホーコス福西鋳物長谷川鋳工所ダイト レ小島製作所

前澤化成工業積水化学工業タキロンアロン化成

ろ　 過　 器

床暖房設備

自動制御機器

浄　 　 化　 　 槽

ガス器具類

グリース阻集器

小口径枡

ホーコス福西鋳物長谷川鋳工所ダイト レ小島製作所排　 水　 金　 具

ホーコス前澤化成工業タキロン三栄水栓製作所カクダイ水　 栓　 柱

横井製作所初田製作所北浦製作所立売堀製作所消火機器

森松工業三菱樹脂ホーコスベルテクノ島倉鉄工所膨張水槽・ 消火充水槽

森松工業三菱樹脂ホーコスベルテクノ積水アクアシステム受水槽・ 貯湯槽

Ｌ Ｉ Ｘ Ｉ Ｌ日本イト ミ ッ クＴ ＯＴ Ｏ電気温水器

リンナイパロマパーパスノ ーリツ大阪ガスガス湯沸器

Ｌ Ｉ Ｘ Ｉ ＬＴ ＯＴ Ｏ衛生器類

ダイリツ空研工業協立エアテック吹出口類・ ダンパー類

ユニックス三菱電機パナソニッ ク日　 　 立東芝キャリアベンド キャッ プ

三菱電機パナソニッ ク日　 　 立東芝キャリア換　 気　 扇

三菱電機パナソニッ クテラル荏原製作所送　 風　 機

三菱電機パナソニッ ク東芝キャリアダイキン工業全　 熱　 交　 換　 機

日　 　 立テラル荏原製作所 川本製作所ポ　 　 ン　 　 プ

東芝キャリアダイキン工業新晃工業昭和鉄工木村工業ファンコイル

ヤンマー三菱重工パナソニッ クダイキン工業アイシン精機Ｇ　 　 Ｈ　 　 Ｐ

三菱電機パナソニッ ク日　 　 立東芝キャリアダイキン工業Ｅ 　 　 Ｈ　 　 Ｐ

矢崎総業三菱樹脂日　 　 立空研工業荏原冷熱システム冷　 　 却　 　 塔

矢崎総業日　 　 　 立パナソニッ ク川重冷熱工業荏原製作所冷　 　 凍　 　 機

三浦工業ヒラカワ巴　 商　 会川重冷熱工業温水発生機

東洋計器アズビル金門愛知時計電機量　 水　 器

内外ゴム東洋ゴム化工品ゼンシン

ヨ シタケ本山製作所フシマント ーフレテクノ フレックス

弁　 　 　 　 　 類

コンクリート 管

ポリブデン管

架橋ポリエチレン管

ポリ エチレン管

ビ　 ニ　 ル　 管

被　 覆　 銅　 管

銅　 　 　 　 　 　 管

鉛　 　 　 　 　 　 管

鋳　 　 鉄　 　 管

ステンレス鋼管

外面被覆鋼管

ポリ 粉体鋼管

コーティ ング鋼管

排水用塩ビライニング鋼管

塩ビライニング鋼管

鋼　 　 　 　 　 　 管

東洋ｴﾝﾀー ﾌ゚ ﾗｲｽ

ろ過配管材料

ろ過方式

工事範囲及び説明

施工は、 標準図による。

水圧、 気密試験を行い漏水のないよう にする。

油圧配管

冷却水配管

エアー配管　 ：

ごみ処理配管：

ごみ処理設備、 エアー配管設備、 冷却水配管設備、 油圧配管設備

：

：

配管材料

水圧、 気密試験

保温工事

工事範囲及び説明

工事範囲及び説明

　 職員と協議し、 全て本工事にて処理すること。

特記事項

・ 本工事にて撤去した機器、 配管等は、 関係法令に基づき適正に処分すること。

　 ・ 　 砂　 　 ・ 　 珪藻土　 　 ・ 　 カート リッジ

　 循環濾過配管（ 埋設） 　 　 ・ 　 耐衝撃性硬質塩化ビニル管（ ＨＩ Ｖ Ｐ ） 　 　

機械室内ろ過装置の入替え及びプ－ル本体の改修に伴う 循環配管、 初期初期給水配管、 オ－バ－フロ－配管

オ－バ－フロ－配管、 排水配管の改修工事を行う 。

　 オ－バ－フロ－配管（ 埋設） 　 　 ・ 　 硬質塩化ビニル管（ ＶＰ ） 　 　

　 排水配管（ 埋設） 　 　 ・ 　 硬質塩化ビニル管（ ＶＰ ） 　 　

注記事項

　
プー

ル
循
環
濾
過
設
備

・ 既設状況を十分に調査、 把握した上で施工に当たること。 また、 図示以外の機器で撤去、 移設が必要な物は、 監督

フレシキブルジョ イント (ＳＵＳ)

フレシキブルジョ イント (ゴム)

外壁用ﾌー ﾄﾞ の塗装色

その他

外壁用ﾌー ﾄﾞ の材質

厨房用ﾌー ﾄﾞ の材質

ダクト の工法

ダクト

送風機

工事範囲及び説明

　
暖
 
房
 
設
 備
 
・
 空
 
気
 調
 
和
 
設
 
備

・ 全熱交換ユニット 　 ・ パイプファン　 ・ エアーカーテン　 ・ 中間ダクト ファン

・ 亜鉛引鉄板　 ・ ステンレス鋼版　 ・ グラスウールダクト 　 ・ サイレント フレキダクト 　 ・ アルミ フレキダクト

・ アングル工法　 ・ コーナーボルト 工法

・ 亜鉛引鉄板　 ・ ステンレス

・ 厨房用における排気フード 及び排気ダクト の仕様は、 火災防火条例に基づく 。

　 表示機器は、 全ての居室とする。 詳細は、 監督職員との協議による。

　 ①全熱交換ユニッ ト における本体から外壁までの排気ダクト 及び全ての給気ダクト

　 ②排気ダクト における外壁から１ ｍ部分

　 ③給気ダクト

　 ④ガラリボッ クス

・ 　 送風機据付については、 防音、 防振に注意して施工する。

・ 　 シックハウス用換気機器のスイッ チには、 「 ２ ４ 時間換気」 である旨の表示を行う 。

・ 　 下記のダクト には、 防露工事を行う 。

・ 　 メ ーカー標準色　 ・ 指定色焼付

・ アルミ 　 　 　 ・ 　 ステンレス

・ 塩化ビニル管（ Ｖ Ｕ） 　 ・ 　 亜鉛引鉄板製スパイラルダクト 　 ・ 保温付きフレキシブルダクト

： ＳＵＳ３ ０ ４ 溶接鋼管、 圧力配管用炭素鋼鋼管 (黒)

・ 空冷式チリングユニッ ト 　 　 ・ 吸収式冷温水機　 　 ・ 空冷式蓄熱ユニッ ト

・ 温水ボイラ　 　 ・ 温水発生機　 　 ・ ヒート ポンプチラー

・ ファンコイルユニット 　 　 ・ エアーハンド リ ングユニット 　 　 ・ ファンコンベクター

・ 温風暖房機　 　 ・ ガス式ヒート ポンプエアコン　 　 ・ 電気パネルヒーター　 　 ・ 灯油ヒート ポンプエアコン

冷温水管： 水道用亜鉛メ ッキ鋼管、 耐熱性ビニルライニング鋼管

冷却水管： ビニルライニング鋼管 ＶＡ 、 ポリ粉体ライニング鋼管　 Ｐ Ａ 、 塩化ビニル管（ ＨＩ Ｖ Ａ ）

冷媒配管： 脱酸銅管Ｌ 、 断熱材被覆銅管、 メーカー標準仕様書

排水配管： 硬質塩化ビニル管 Ｖ Ｐ

油配管

・ 亜鉛引鉄板　 　 ・ サイレント フレキダクト 　 　 ・ 亜鉛引鉄板製スパイラルダクト

・ グラスウールダクト 　 　 ・ アルミ フレキダクト 　 　 ・ ステンレス板　 　

・ アングル工法　 　 　 ・ コーナーボルト 工法

ファンコイルユニッ ト 、 ファンコンベクタ、 コンベクタ、 ベースボード ヒータ

施工は、 標準図（ 公共建築工事標準仕様書） による。

本工事では、 次の制御を行う 。

中央監視盤を設け、 システムの集中運転監視を行う 。

・ 温水式(熱源： Ｌ Ｐ Ｇ)　 　 　 ・ 電気式

・ 軽油　 　 ・ 灯油　 　 ・ Ａ重油

・ 地中埋設型　 　 　 　 　 容量：

・ 鋼板製ホームタンク　 容量：

・ 鋼板製一体型　 　 　 　 容量：

図中の冷媒配管サイズは、 参考とし、 使用メーカーの基準により 施工する。

空調室外機に機器記号及び系統名を明示する。

・ 　 電気　 　 ・ 灯油　 　 ・ Ａ 重油　 　 ・ 都市ガス　 　 ・ プロパンガス

・ 　 天井埋込型換気扇　 ・ 　 換気扇　 ・ 　 有圧換気扇　 ・ 　 スト レート シロッ コファン　 ・ レンジフード

・ 　 個別方式　 　 ・ 中央方式　 　 ・ 　 マルチ方式　 　 ・ 中央個別方式

本工事は庁舎改修工事に伴う 換気設備改修工事を行う 。

本工事は庁舎改修工事に伴う 空調設備の改修工事を行う 。

本工事は庁舎改修工事に伴う 不要機器、 配管、 ダクト 等の撤去工事を行う 。

アスベスト 解体工事

・ ２ 階機械室ダクト パッ キン

・ 既調査、 分析による結果（ 機械設備該当分のみ）

・ ２ 階機械室配管、 耐火パテ

・ ２ 階機械室エア－ハンド リ ングユニット 　 フランジ継手

レベル２

レベル２

レベル３

※　 除去作業は、 建築工事と するが十分な打合せを行う 。

・ 電気式ヒ ート ポンプエアコン<氷蓄熱>　 　 ・ コンベクタ ー　 　 ・ 電気式ヒ ート ポンプエアコン　 　 ・ 　 ルームエアコン



電気 別途機械 備　考建築 備　考別途機械電気建築工事項目 工事項目

７

６

５

４

３

２

１

１０

補充水槽

下地補強は建築工事

躯体貫通スリーブ及び箱入れ、穴埋め補修

設備用躯体貫通の補強筋及び開口部補強筋

地下消火水槽、蓄熱槽等の躯体内外防水仕上、マンホール、タラップ、連通管

点検口の製作取付け（床、壁、天井）

建物外壁に取付く給排気ガラリの製作取付け

建具ガラリの製作取付け

防火区画、防火上主要間仕切り貫通部処理

その他設備機器用基礎及び仕上げ

設備機器用既製品基礎・鉄骨架台基礎

設備機器取付けに伴うアンカーボルト取付け及び穴埋め補修

受水槽及びポンプ室付受水槽

高架水槽

ＬＰＧバルクタンク等ペーパーライザー

各種水槽の電極棒及び配管、配線工事

仝上電極座及び電極棒の調整

消火水槽

ＩＨコンロ

電気温水機

既製品流しの排水金物

造り付流しの排水金物

洗面器、便所に取付の既製品防蝕鏡

洗面器、便所に取付の大型製作防蝕鏡

洗面化粧台及び鏡

便器、手洗い廻りの手摺

小便器自動洗浄用の側電源配管、配線工事

フードの製作取付け

防火戸、防煙、防火シャッターの一次側配管、配線

防火戸、防煙、防火シャッターの二次側配管、配線、開放装置、調整

仝上用の煙感知器連動装置、制御盤

穴開け、補強

吹出口、吸込口、照明器具、スピーカー等の埋込器具取付けのための

冷媒配管に共巻き

昇降機

昇降機の出入口三方枠カゴ内インターホン取付け及び二次側配管配線、制御盤

昇降機の一次側配管、配線工事

防犯用配管工事

仝上入線(電源送り)及び機器取付

フラッグポール

雨水排水の会所桝,排水管

ルーフドレン及び竪樋配管工事

汚水、雑排水の会所桝、排水管

消火器・消火器収納ボックス

電話機器

ＣＡＴＶ

テレビ共聴受信

エアコン用スリ－ブ

空調リモコンの配管、配線工事（集中管理リモコンとも）及び試運転調整

空調機電源供給工事（室内機・室外機）

空調機室内機から室外機間渡り配線工事

換気扇及び換気扇取付枠

天井扇、ダクト、ガラリ、ベントキャップ

天井扇、換気扇、サイクル扇のスイッチ取付け工事

湯沸器本体及び壁取付け用部材

給湯リモコン用配管、配線工事及びリモコン取付け

グリース阻集器（補強工事とも）

既製品流し、ガス台、吊り戸棚、水切り棚

引き抜き試験共

電動ブラインド・電動バトン・電動スクリーン・電動カーテン取付け工事

下地補強は建築工事

振れ止めワイヤー共

増設キュービクル部の設置含む

５６

５７

５８ カーテン、カーテンボックス

造り付け家具、備品の製作・設置

取付け・既設配線接続工事

５９

６０

６１

６２

６３

６４

６５

６６

６８

６９

７０

７１

７２

７３

７４

７５

７６

７７

７８

７９

８０

８１

ＥＶ工事における受電箱までの動力電源・照明電源・接地線の引込み及び

計画通知に係る手続は、

サイン

コーナーカバー

プール

プールの給水・排水

床暖房の給湯器用のコンセント取付け

床暖房の二次側配管、配線、リモコン用配管、配線

ＦＦ式暖房器具の一次配管、配線

ＦＦ式暖房器具の二次配管、配線

ガス漏れ警報器の配管、配線、取付け

自家発電機の取付け

自家発電への配管、入線

シャワーユニットの一次側給水配管、給湯配管

シャワーユニットの給水配管、給湯配管の接続

シャワーユニットの一次側配管、配線

シャワーユニットの二次側配管、配線

仝上機器の取付け

しゅん工引渡しまでの工事用、調整用電気、水道、ガス等の基本料金、使用料

諸官庁等の検査、その他必要な検査の申請手続

機械設備機器の一次側、二次側の配線、接続

発電機の設置、試運転、調整

発電機の一次側、二次側の配線、接続

本工事に伴う各設備の引込負担金

ＥＶ工事における各階出入口の孔あけ工事

ＥＶ工事における各階乗場出入口周囲のモルタル詰め又はロックウール詰め工事

ＥＶ工事における屋上・開放廊下等直接外気と接する乗場における雨水よけ工事

ＥＶ工事におけるピット内防水及び埋め戻し工事

つなぎ込み工事

ＥＶ工事におけるピット点検用コンセント設備工事

ＥＶ工事における昇降路頂部の煙感知器設置工事（昇降路頂部から点検が可能）

ＥＶ工事における乗場据付け後の出入口廻りの壁・床及び建築物補修仕上げ工事

９２

９３

９４

９５

９６

９７

９８

９９

100

101

一次側は電気設備工事

二次側は機械設備工事

102

103

104

105

106

設備機器・器具・配管・配線・ダクト用における吊りボルト及びインサート

ＥＶ工事における非常放送設備設置工事

テレビ・エアコン等のリサイクル料

107

108

電動スクリーン用配線工事（１次・２次）及びリモコン

ＥＶ工事におけるインターホン・非常ベル、その他ＥＶに必要な配管配線設備

下地補強は建築工事

電動カーテン新設工事

電動カーテン撤去工事

接続工事含む

防火扉、防火シャッター撤去新設

防火シャッター配管配線接続工事

洋風便器、小便器、その他の衛生器具

同上の給排水　躯体穴開

同上の給排水　躯体穴開

解体工事

洗面器、洗面カウンター、オストメイト、化粧鏡、大型鏡、ベビーチェア 接続工事、撤去も含む

接続工事、撤去も含む

埋設配管工事に伴う根切、埋め戻し、残土排出

外壁躯体貫通

空調取付金物

非常用照明、放送設備、照明設備　振れ止めワイヤー

同上ボックス穴あき切り欠き

自動ドアセンサー脱着

ＥＶ計画通知に関わる申請 手数料を含む

工事区分表 以下の項目は○印部分を区分して施工する。ただし、図面その他に特記のあるものは、それに従う。 設備用の開口補強数量表

２１８００×７００

エアコン室内機１９９５０×９５０

吹き出し口

１２５２００×６００ 吹き出し口

スピーカー６φ２６０

１９１５０×６２０ 照明器具

照明器具２４４５０×４５０

　　　　　監督職員の指示により数量が増加する場合も工事金額内で処理する。

特記事項１　設備用の開口補強数量は、設計上の必要数量であり、施工上必要箇所と相違ある場合には、

２　設備用下地材開口補強　

　※壁筋を切断しない場合は補強を必要としない。

　(2) 天井開口補強

　(1)　壁開口補強　軽量鉄骨壁下地、木軸等

　(2) 壁開口補強筋

      ※貫通内径 １００φ未満の時は補強を必要としない。 

　(1) 梁貫通補強筋（貫通孔　Ｄ／３以下、梁巾－ ４００ 以下の場合、Ｄは梁せい） 

１　設備用躯体貫通補強筋及び開口補強筋

 　． 　． 　．

 　． 　． 　．

 　． 　． 　．

 　． 　． 　．

 　． 　． 　．

 　． 　． 　．

 　． 　． 　．

株式会社　大村建築設計事務所 TEL

FAX

0748-24-1234

0748-24-0752

９

８

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３１

３２

３３

３６

３７

３４

３５

３８

３９

４０

４１

４２

４３

４４

４５

４６

４７

４８

４９

５０

５１

５２

５３

５４

５５

枠は建築工事

６７

８２

８３

８４

８５

８６

８７

８８

８９

９０

９１

監理者によるものとする。

開　口　寸　法 備　　　　　考数　　　　　量

開　口　寸　法 備　　　　　考数　　　　　量

（　Ａ：開口面積　㎡　）

開　口　面　積（㎡） 備　　　　　考数　　　　　量

貫　通　内　径（φ）

（　Ｈ：貫通内径　㎜　）

備　　　　　考数　　　　　量

◆ 図 面 名 ◆

最新日

製 図
◆ 縮 尺 ◆◆ 工 事 名 称 ◆

8回目H○.○.○

7回目H○.○.○

6回目H○.○.○

5回目H○.○.○

4回目H○.○.○

3回目H○.○.○

2回目H○.○.○

1回目H○.○.○◆ 備 考 ◆ ◆ 設 計 事 務 所 ◆

東 近 江 市 役 所

◆　発　注　者　◆

◆ 図 面 番 号 ◆

確 認 者 確 認 者 図 作 者 図 作 者

旧農業管理センタ－改修工事（機械設備工事）
Ｍ-３

工事区分表
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県道216号雨降野今在家八日市線県道216号雨降野今在家八日市線県道216号雨降野今在家八日市線県道216号雨降野今在家八日市線県道216号雨降野今在家八日市線県道216号雨降野今在家八日市線県道216号雨降野今在家八日市線
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倉庫３倉庫３倉庫３倉庫３倉庫３倉庫３倉庫３

倉庫１倉庫１倉庫１倉庫１倉庫１倉庫１倉庫１

PSPSPSPSPSPSPS
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現況及び撤去　配置図　　　　S=1/200現況及び撤去　配置図　　　　S=1/200現況及び撤去　配置図　　　　S=1/200現況及び撤去　配置図　　　　S=1/200現況及び撤去　配置図　　　　S=1/200現況及び撤去　配置図　　　　S=1/200現況及び撤去　配置図　　　　S=1/200

LPG庫(解体： 建築工事)LPG庫(解体： 建築工事)LPG庫(解体： 建築工事)LPG庫(解体： 建築工事)LPG庫(解体： 建築工事)LPG庫(解体： 建築工事)LPG庫(解体： 建築工事)

既存浄化槽用ﾛ-ﾀﾘ-ﾌ゙ ﾛｱ-撤去処分（ 鋼板製ｶﾊ゙ -共）既存浄化槽用ﾛ-ﾀﾘ-ﾌ゙ ﾛｱ-撤去処分（ 鋼板製ｶﾊ゙ -共）既存浄化槽用ﾛ-ﾀﾘ-ﾌ゙ ﾛｱ-撤去処分（ 鋼板製ｶﾊ゙ -共）既存浄化槽用ﾛ-ﾀﾘ-ﾌ゙ ﾛｱ-撤去処分（ 鋼板製ｶﾊ゙ -共）既存浄化槽用ﾛ-ﾀﾘ-ﾌ゙ ﾛｱ-撤去処分（ 鋼板製ｶﾊ゙ -共）既存浄化槽用ﾛ-ﾀﾘ-ﾌ゙ ﾛｱ-撤去処分（ 鋼板製ｶﾊ゙ -共）既存浄化槽用ﾛ-ﾀﾘ-ﾌ゙ ﾛｱ-撤去処分（ 鋼板製ｶﾊ゙ -共）

※基礎解体： 建築工事※基礎解体： 建築工事※基礎解体： 建築工事※基礎解体： 建築工事※基礎解体： 建築工事※基礎解体： 建築工事※基礎解体： 建築工事

(廃止済)(廃止済)(廃止済)(廃止済)(廃止済)(廃止済)(廃止済)

地下タンク地下タンク地下タンク地下タンク地下タンク地下タンク地下タンク
空調用燃料空調用燃料空調用燃料空調用燃料空調用燃料空調用燃料空調用燃料

屋外階段　 解体撤去処分(基礎共)屋外階段　 解体撤去処分(基礎共)屋外階段　 解体撤去処分(基礎共)屋外階段　 解体撤去処分(基礎共)屋外階段　 解体撤去処分(基礎共)屋外階段　 解体撤去処分(基礎共)屋外階段　 解体撤去処分(基礎共)

（ 建築工事）（ 建築工事）（ 建築工事）（ 建築工事）（ 建築工事）（ 建築工事）（ 建築工事）

QBQBQBQBQBQBQB
撤去処分撤去処分撤去処分撤去処分撤去処分撤去処分撤去処分
(電気工事)(電気工事)(電気工事)(電気工事)(電気工事)(電気工事)(電気工事)

※基礎解体： 建築工事※基礎解体： 建築工事※基礎解体： 建築工事※基礎解体： 建築工事※基礎解体： 建築工事※基礎解体： 建築工事※基礎解体： 建築工事

既存ｵｲﾙﾎ゚ ﾝﾌ゚ 撤去処分既存ｵｲﾙﾎ゚ ﾝﾌ゚ 撤去処分既存ｵｲﾙﾎ゚ ﾝﾌ゚ 撤去処分既存ｵｲﾙﾎ゚ ﾝﾌ゚ 撤去処分既存ｵｲﾙﾎ゚ ﾝﾌ゚ 撤去処分既存ｵｲﾙﾎ゚ ﾝﾌ゚ 撤去処分既存ｵｲﾙﾎ゚ ﾝﾌ゚ 撤去処分

露出配管(SGP40)撤去処分露出配管(SGP40)撤去処分露出配管(SGP40)撤去処分露出配管(SGP40)撤去処分露出配管(SGP40)撤去処分露出配管(SGP40)撤去処分露出配管(SGP40)撤去処分

OSOSOSOSOSOSOS

屋外露出配管(SGP25)撤去処分屋外露出配管(SGP25)撤去処分屋外露出配管(SGP25)撤去処分屋外露出配管(SGP25)撤去処分屋外露出配管(SGP25)撤去処分屋外露出配管(SGP25)撤去処分屋外露出配管(SGP25)撤去処分

切断、 ｷｬｯﾌ゚ 止め切断、 ｷｬｯﾌ゚ 止め切断、 ｷｬｯﾌ゚ 止め切断、 ｷｬｯﾌ゚ 止め切断、 ｷｬｯﾌ゚ 止め切断、 ｷｬｯﾌ゚ 止め切断、 ｷｬｯﾌ゚ 止め

1-B会議室1-B会議室1-B会議室1-B会議室1-B会議室1-B会議室1-B会議室1-C会議室1-C会議室1-C会議室1-C会議室1-C会議室1-C会議室1-C会議室 総務課総務課総務課総務課総務課総務課総務課

客溜り客溜り客溜り客溜り客溜り客溜り客溜り

相談室相談室相談室相談室相談室相談室相談室

スポーツ課スポーツ課スポーツ課スポーツ課スポーツ課スポーツ課スポーツ課

倉庫（ ２）倉庫（ ２）倉庫（ ２）倉庫（ ２）倉庫（ ２）倉庫（ ２）倉庫（ ２）

倉庫（ ３）倉庫（ ３）倉庫（ ３）倉庫（ ３）倉庫（ ３）倉庫（ ３）倉庫（ ３） 風除室風除室風除室風除室風除室風除室風除室

1-A会議室1-A会議室1-A会議室1-A会議室1-A会議室1-A会議室1-A会議室

食堂食堂食堂食堂食堂食堂食堂

ホールホールホールホールホールホールホール

男子便所男子便所男子便所男子便所男子便所男子便所男子便所

女子女子女子女子女子女子女子
便所便所便所便所便所便所便所

階段室階段室階段室階段室階段室階段室階段室

勝手口勝手口勝手口勝手口勝手口勝手口勝手口

PSPSPSPSPSPSPS

倉庫（ １）倉庫（ １）倉庫（ １）倉庫（ １）倉庫（ １）倉庫（ １）倉庫（ １）

宿直室宿直室宿直室宿直室宿直室宿直室宿直室
更衣室更衣室更衣室更衣室更衣室更衣室更衣室

機械室機械室機械室機械室機械室機械室機械室

床の間床の間床の間床の間床の間床の間床の間 押入押入押入押入押入押入押入
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XX XXXX X

XXXXXXX XXXXXXX XXXXXXX XXXXXXX XXXXXXX

地中埋設ガス管（ 残置）地中埋設ガス管（ 残置）地中埋設ガス管（ 残置）地中埋設ガス管（ 残置）地中埋設ガス管（ 残置）地中埋設ガス管（ 残置）地中埋設ガス管（ 残置）

※供給業者貸与品返却※供給業者貸与品返却※供給業者貸与品返却※供給業者貸与品返却※供給業者貸与品返却※供給業者貸与品返却※供給業者貸与品返却

電話交換室電話交換室電話交換室電話交換室電話交換室電話交換室電話交換室
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XXXXXXX XXXXXXX XXXXXXX XXXXXXX XXXXXXX XXXXXXX XXXXXXX XXXXXXX

XX XXXX X

XXXXXXX

XXXXXXX
XXXXXXX

XX XXXX X
XX XXXX X

XX XXXX X

XXXXXXX

-- ---- -

-------
20202020202020

散水栓撤去処分散水栓撤去処分散水栓撤去処分散水栓撤去処分散水栓撤去処分散水栓撤去処分散水栓撤去処分

XXXXXXX XXXXXXX XXXXXXX

XX XXXX X
XX XXXX X

XX XXXX X
XX XXXX X

XX XXXX X
XX XXXX X

XXXXXXX
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XX XXXX X
XX XXXX X

XX XXXX X

散水栓撤去処分散水栓撤去処分散水栓撤去処分散水栓撤去処分散水栓撤去処分散水栓撤去処分散水栓撤去処分

散水栓撤去処分散水栓撤去処分散水栓撤去処分散水栓撤去処分散水栓撤去処分散水栓撤去処分散水栓撤去処分
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工事ヤード工事ヤード工事ヤード工事ヤード工事ヤード工事ヤード工事ヤード
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散水栓撤去処分散水栓撤去処分散水栓撤去処分散水栓撤去処分散水栓撤去処分散水栓撤去処分散水栓撤去処分

XXXXXXX XXXXXXX XXXXXXX XXXXXXX XXXXXXX XXXXXXX XXXXXXX XXXXXXX

XX XXXX X

XX XXXX X
XX XXXX X

XX XXXX X
XX XXXX X

(掘削期間中)(掘削期間中)(掘削期間中)(掘削期間中)(掘削期間中)(掘削期間中)(掘削期間中)

既設RC汚水ﾏｽ（ 500x500） 使用していないのを確認のうえ撤去　 5箇所既設RC汚水ﾏｽ（ 500x500） 使用していないのを確認のうえ撤去　 5箇所既設RC汚水ﾏｽ（ 500x500） 使用していないのを確認のうえ撤去　 5箇所既設RC汚水ﾏｽ（ 500x500） 使用していないのを確認のうえ撤去　 5箇所既設RC汚水ﾏｽ（ 500x500） 使用していないのを確認のうえ撤去　 5箇所既設RC汚水ﾏｽ（ 500x500） 使用していないのを確認のうえ撤去　 5箇所既設RC汚水ﾏｽ（ 500x500） 使用していないのを確認のうえ撤去　 5箇所

(廃止済)(廃止済)(廃止済)(廃止済)(廃止済)(廃止済)(廃止済)

地下タンク地下タンク地下タンク地下タンク地下タンク地下タンク地下タンク
空調用燃料空調用燃料空調用燃料空調用燃料空調用燃料空調用燃料空調用燃料

既設水道ﾒ-ﾀ-40mm既設水道ﾒ-ﾀ-40mm既設水道ﾒ-ﾀ-40mm既設水道ﾒ-ﾀ-40mm既設水道ﾒ-ﾀ-40mm既設水道ﾒ-ﾀ-40mm既設水道ﾒ-ﾀ-40mm

（ 既存のまま）（ 既存のまま）（ 既存のまま）（ 既存のまま）（ 既存のまま）（ 既存のまま）（ 既存のまま）

-- ---- -

水道本管水道本管水道本管水道本管水道本管水道本管水道本管
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凡   例凡   例凡   例凡   例凡   例凡   例凡   例

既設管切断部分を示す。既設管切断部分を示す。既設管切断部分を示す。既設管切断部分を示す。既設管切断部分を示す。既設管切断部分を示す。既設管切断部分を示す。
★★★★★★★

XXXXXXXXXXXXXX 撤去配管を示す。撤去配管を示す。撤去配管を示す。撤去配管を示す。撤去配管を示す。撤去配管を示す。撤去配管を示す。

注記）注記）注記）注記）注記）注記）注記）

撤去配管は、 行先を確認のう え安全に処理のこと。撤去配管は、 行先を確認のう え安全に処理のこと。撤去配管は、 行先を確認のう え安全に処理のこと。撤去配管は、 行先を確認のう え安全に処理のこと。撤去配管は、 行先を確認のう え安全に処理のこと。撤去配管は、 行先を確認のう え安全に処理のこと。撤去配管は、 行先を確認のう え安全に処理のこと。

　 既設配管サイズ、 ルート は参考とし現場確認の上、 施工のこと。　 既設配管サイズ、 ルート は参考とし現場確認の上、 施工のこと。　 既設配管サイズ、 ルート は参考とし現場確認の上、 施工のこと。　 既設配管サイズ、 ルート は参考とし現場確認の上、 施工のこと。　 既設配管サイズ、 ルート は参考とし現場確認の上、 施工のこと。　 既設配管サイズ、 ルート は参考とし現場確認の上、 施工のこと。　 既設配管サイズ、 ルート は参考とし現場確認の上、 施工のこと。

撤去配管後の不用貫通孔は、 モルタルを充填のこと。撤去配管後の不用貫通孔は、 モルタルを充填のこと。撤去配管後の不用貫通孔は、 モルタルを充填のこと。撤去配管後の不用貫通孔は、 モルタルを充填のこと。撤去配管後の不用貫通孔は、 モルタルを充填のこと。撤去配管後の不用貫通孔は、 モルタルを充填のこと。撤去配管後の不用貫通孔は、 モルタルを充填のこと。

付近見取図　S＝1/2500付近見取図　S＝1/2500付近見取図　S＝1/2500付近見取図　S＝1/2500付近見取図　S＝1/2500付近見取図　S＝1/2500付近見取図　S＝1/2500
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株式会社　株式会社　株式会社　株式会社　株式会社　株式会社　株式会社　大 村 建 築 設 計 事 務 所大 村 建 築 設 計 事 務 所大 村 建 築 設 計 事 務 所大 村 建 築 設 計 事 務 所大 村 建 築 設 計 事 務 所大 村 建 築 設 計 事 務 所大 村 建 築 設 計 事 務 所一級建築士(大臣）登録229265号　一級建築士(大臣）登録229265号　一級建築士(大臣）登録229265号　一級建築士(大臣）登録229265号　一級建築士(大臣）登録229265号　一級建築士(大臣）登録229265号　一級建築士(大臣）登録229265号　大村 悟子大村 悟子大村 悟子大村 悟子大村 悟子大村 悟子大村 悟子

一級建築士事務所　滋賀県知事登録(ｶ）152号一級建築士事務所　滋賀県知事登録(ｶ）152号一級建築士事務所　滋賀県知事登録(ｶ）152号一級建築士事務所　滋賀県知事登録(ｶ）152号一級建築士事務所　滋賀県知事登録(ｶ）152号一級建築士事務所　滋賀県知事登録(ｶ）152号一級建築士事務所　滋賀県知事登録(ｶ）152号
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ＤＡＴＥＤＡＴＥＤＡＴＥＤＡＴＥＤＡＴＥＤＡＴＥＤＡＴＥ

ＣＨＥＣＫＣＨＥＣＫＣＨＥＣＫＣＨＥＣＫＣＨＥＣＫＣＨＥＣＫＣＨＥＣＫ

ＤＡＴＥＤＡＴＥＤＡＴＥＤＡＴＥＤＡＴＥＤＡＴＥＤＡＴＥ

◆ＮＯＴＥ◆◆ＮＯＴＥ◆◆ＮＯＴＥ◆◆ＮＯＴＥ◆◆ＮＯＴＥ◆◆ＮＯＴＥ◆◆ＮＯＴＥ◆

ＴＥＬＴＥＬＴＥＬＴＥＬＴＥＬＴＥＬＴＥＬ (0749)62-2651(0749)62-2651(0749)62-2651(0749)62-2651(0749)62-2651(0749)62-2651(0749)62-2651
一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所一級建築士事務所

ＦＡＸＦＡＸＦＡＸＦＡＸＦＡＸＦＡＸＦＡＸ (0749)65-0351(0749)65-0351(0749)65-0351(0749)65-0351(0749)65-0351(0749)65-0351(0749)65-0351

旧農業管理センタ－改修工事（機械設備工事）旧農業管理センタ－改修工事（機械設備工事）旧農業管理センタ－改修工事（機械設備工事）旧農業管理センタ－改修工事（機械設備工事）旧農業管理センタ－改修工事（機械設備工事）旧農業管理センタ－改修工事（機械設備工事）旧農業管理センタ－改修工事（機械設備工事）

Ｍ-４Ｍ-４Ｍ-４Ｍ-４Ｍ-４Ｍ-４Ｍ-４
現況及び撤去　配置図現況及び撤去　配置図現況及び撤去　配置図現況及び撤去　配置図現況及び撤去　配置図現況及び撤去　配置図現況及び撤去　配置図

解体解体解体解体解体解体解体 基礎共基礎共基礎共基礎共基礎共基礎共基礎共

足場解体足場解体足場解体足場解体足場解体足場解体足場解体

手直し手直し手直し手直し手直し手直し手直し
完了検査完了検査完了検査完了検査完了検査完了検査完了検査

後片付け後片付け後片付け後片付け後片付け後片付け後片付け

舗装、 ライン舗装、 ライン舗装、 ライン舗装、 ライン舗装、 ライン舗装、 ライン舗装、 ライン設備基礎設備基礎設備基礎設備基礎設備基礎設備基礎設備基礎

ＱＢ工事ＱＢ工事ＱＢ工事ＱＢ工事ＱＢ工事ＱＢ工事ＱＢ工事

Ｅ Ｖ 工事Ｅ Ｖ 工事Ｅ Ｖ 工事Ｅ Ｖ 工事Ｅ Ｖ 工事Ｅ Ｖ 工事Ｅ Ｖ 工事

屋外階段屋外階段屋外階段屋外階段屋外階段屋外階段屋外階段

外構外構外構外構外構外構外構

埋戻し共埋戻し共埋戻し共埋戻し共埋戻し共埋戻し共埋戻し共

９ 箇月９ 箇月９ 箇月９ 箇月９ 箇月９ 箇月９ 箇月８ 箇月８ 箇月８ 箇月８ 箇月８ 箇月８ 箇月８ 箇月７ 箇月７ 箇月７ 箇月７ 箇月７ 箇月７ 箇月７ 箇月６ 箇月６ 箇月６ 箇月６ 箇月６ 箇月６ 箇月６ 箇月５ 箇月５ 箇月５ 箇月５ 箇月５ 箇月５ 箇月５ 箇月４ 箇月４ 箇月４ 箇月４ 箇月４ 箇月４ 箇月４ 箇月３ 箇月３ 箇月３ 箇月３ 箇月３ 箇月３ 箇月３ 箇月２ 箇月２ 箇月２ 箇月２ 箇月２ 箇月２ 箇月２ 箇月１ 箇月１ 箇月１ 箇月１ 箇月１ 箇月１ 箇月１ 箇月

<概略工事工程表><概略工事工程表><概略工事工程表><概略工事工程表><概略工事工程表><概略工事工程表><概略工事工程表>

解体解体解体解体解体解体解体

増築棟増築棟増築棟増築棟増築棟増築棟増築棟既存棟既存棟既存棟既存棟既存棟既存棟既存棟
足場足場足場足場足場足場足場準備工準備工準備工準備工準備工準備工準備工 足場足場足場足場足場足場足場準備工準備工準備工準備工準備工準備工準備工

仮設仮設仮設仮設仮設仮設仮設
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撤去配管は、行先を確認のうえ安全に処理のこと。

　既設配管サイズ、ルートは参考とし現場確認の上、施工のこと。
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既設管切り離し部分を示す。
★

撤去配管を示す。XX
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撤去配管は、行先を確認のうえ安全に処理のこと。

　既設配管サイズ、ルートは参考とし現場確認の上、施工のこと。
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既設管切り離し部分を示す。
★
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　既設配管サイズ、ルートは参考とし現場確認の上、施工のこと。
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撤去配管は、行先を確認のうえ安全に処理のこと。

撤去配管を示す。（配管支持架台共）
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現況及び撤去　２階便所平面図

給排水衛生、ガス設備図旧農業管理センタ－改修工事（機械設備工事）

器　具　名 付　属　品　
湯
沸
室

撤去　衛生器具表

貯湯式ガス給湯器 ２０Ｌ １

横水栓 Ｔ-１３１　１３

ガスコック ２口 １

１

合
計

和風大便器 Ｃ-３７５Ｖ

１

１

１

小便器 （ＦＶ） Ｕ-３７

紙巻器

洗面器

凡   例

既設管切断部分を示す。
★

XX 撤去配管を示す。

注記）

撤去配管は、行先を確認のうえ安全に処理のこと。

　既設配管サイズ、ルートは参考とし現場確認の上、施工のこと。

撤去配管後の不用貫通孔は、モルタルを充填のこと。

撤去は、ピット内部分です。
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キッチン　撤去処分：建築工事
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ボックスコック撤去、処分

床の間 押入

宿直室

COA75撤去、処分
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現況及び撤去　平面詳細図　1/50

改修　　平面詳細図　1/5 0

談話室

凡   例

既設管切断部分を示す。
★

XX 撤去配管を示す。

注記）

撤去配管は、行先を確認のうえ安全に処理のこと。

　既設配管サイズ、ルートは参考とし現場確認の上、施工のこと。

撤去配管後の不用貫通孔は、モルタルを充填のこと。

撤去は、ピット内部分です。

品　番

器　具　名 付　属　品　

撤去　衛生器具表

貯湯式ガス給湯器 ２０Ｌ
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キッチン（建築工事）

混合水栓（キッチン付属品）

電気温水器（キッチン付属品）

既設排水管に接続

Ｓ＝１：50現況及び撤去　２階便所平面詳細図
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東近江市文化スポーツ部庁舎改修工事(機械設備工事)

改修　１階平面図

給排水衛生、ガス設備図

Ｍ-１１

既設屋内消火栓格納箱

凡   例

新設貫通箇所を示す。（極力既設孔を利用のこと。）

既設管に接続箇所を示す。⇒

注記）

しないよう事前に鉄筋探査を行うこと。

改修配管設備に必要な貫通孔あけは本工事に含むものとし、配筋を切断
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屋内消火栓格納箱
屋内消火栓格納箱
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地域振興事業団

2-E会議室

機械室（１）

土地改良区

東近江地区

給排水衛生、ガス設備図

改修　２階平面図

Ｍ-１２

旧農業管理センタ－改修工事（機械設備工事）
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凡   例

新設貫通箇所を示す。（極力既設孔を利用のこと。）

既設管に接続箇所を示す。⇒

注記）

しないよう事前に鉄筋探査を行うこと。

改修配管設備に必要な貫通孔あけは本工事に含むものとし、配筋を切断
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旧農業管理センタ－改修工事（機械設備工事）

Ｍ-１３

75.100.50.100

BB-A100（壁貫通、補修共）

詳細別図参照

X

既設屋内消火栓格納箱

既設屋内消火栓格納箱

凡   例

新設貫通箇所を示す。（極力既設孔を利用のこと。）

既設管に接続箇所を示す。⇒

注記）

しないよう事前に鉄筋探査を行うこと。

改修配管設備に必要な貫通孔あけは本工事に含むものとし、配筋を切断
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衛生器具表

クイックタンク式床置便器

ダブルフック ＫＦ-２８

センサ－一体型スト－ル小便器 Ｕ-Ａ５１ＡＰ

マ－ベリイナカウンタ－

ボウル一体タイプ

ピュアホワイト カウンタ－１方エプロン　１．５５m ＭＢ-４５１ＫＤ７ＷＳ（２連洗面器）・Ａ-６２２３（排水口カバ－）

２ ３ ２ ３ ２ ５

２ ３ ２ ３ ２ ５

３ ３ ４

ＢＣ-Ｐ１１０ＳＡ

ＣＦ-０２０-ＳＥＴ（分岐栓ホ－スセット）・ＣＦ-６３ＨＳＴ（棚付２連紙巻器）

ＤＱ-ＰＡ１５０ＣＨ（タンク部）・ＣＷ－ＰＡ２１ＬＱＥ-ＮＥ-Ｒ１（シャワ－トイレ）

ＭＨ-４５１Ｎ

多目的流し Ｓ-２１Ｓ

１面鏡

マ－ベリイナカウンタ－

ボウル一体タイプ

ピュアホワイト

ＬＦ-７ＫＥＺ-１９－Ｕ（レバ－式送り座付胴長横水栓）・ＳＦ-２１ＰＡＭ（壁排水金具）

ＬＦ-６Ｌ（壁止め金具）・ＳＦ-１０Ｅ（バックハンガ－）

カウンタ－１方エプロン　２．３５m ＭＢ-４５１ＫＴＸＷＳ（３連洗面器）・Ａ-６２２３（排水口カバ－）

２ ３ ２ ３ ２ ３

１ １ １

ＡＭ-３００ＣＶ１（自動単水栓）・ＬＦ-１０５ＰＡＬ-Ｈ（排水金具）・ＬＦ-３ＶＫ（止水栓）

マ－ベリイナカウンタ－

ボウル一体タイプ

ピュアホワイト カウンタ－１方エプロン　２．７３m ＭＢ-４５１ＫＴＸＷＳ（３連洗面器）・Ａ-６２２３（排水口カバ－）

ＡＭ-３００ＣＶ１（自動単水栓）・ＬＦ-１０５ＰＡＬ-Ｈ（排水金具）・ＬＦ-３ＶＫ（止水栓）

おむつ交換台 ＡＣ-ＯＫ-Ｆ１１

クイックタンク式床置便器

固定金具共 １

ＢＣ-Ｐ１１０ＳＡ

ＡＭ-３００ＣＶ１（自動単水栓）・ＬＦ-１０５ＰＡＬ-Ｈ（排水金具）・ＬＦ-３ＶＫ（止水栓）

ＤＱ-ＰＡ１５０ＣＨ（タンク部）・ＣＷ－ＰＡ２１ＱＬＥ-ＮＥＣ-Ｒ１（シャワ－トイレ）・３０３-１００９（取付強化ボルト）

多用途用手すり ＫＦ-９２６ＡＥ８０Ｄ２５Ｊ

（Ｌ型樹脂被覆）

固定金具共

はね上げ式手すり ＫＦ-４７１ＥＨ７０ＪＵ

（樹脂被覆・ロック付）

１

１

１７

１０

１ １ １ ３

１５

３

１ １ ２

１ １

１

１

壁付手洗器

(100V仕様）

オストメイトパック

（電気温水器付）

ＰＴＯＭ-Ｂ２１０Ｗ ＰＴＯＭ-ＥＳＣＲ（側板）

１

１

１

１

１

１ベビ-キ－プ ＡＣ-ＢＫ-Ｆ６２ 固定金具共

１

１ ２

１８

カウンタ－一体形洗面器 Ｌ-２７５ＡＮ ＡＭ-３１１ＣＶ１（自動水栓）・ＬＦ-１０５ＰＡ（排水金具）・ＳＦ-１０Ｅ（バックハンガ－）

ＫＦ-３０ＤＮ（取付金具）

１ １

防錆化粧鏡 １ １ＫＦ-４５１０Ａ

散水栓

ＫＦＣ-２７５Ｔ１Ｕ（背もたれ）・ＣＦ-０２０-ＳＥＴ（分岐栓ホ－スセット）・ＣＦ-６３ＨＳＴ（棚付２連紙巻器）

ＬＦ-３３-１３-ＣＶ ボックス共 ３ ３

旧農業管理センタ－改修工事（機械設備工事）

配管接続：本工事

１　階 ２　階

数量
合計

参　考　品　番器　具　名 付　属　品　、　他　一　式　共

３　階

衛生器具表

談
話
室

男
子
便
所

女
子
便
所

多
目
的
便
所

湯
沸
室

男
子
便
所

女
子
便
所

湯
沸
室

男
子
便
所

女
子
便
所

キッチン 建築工事 （１） （１） （１） （３）

屋　

外

（電気温水器・混合水栓付）

(100V仕様）

ＡＷＬ-７１Ｕ２ＡＭ（Ｐ）

固定用ブラケット

固定用ブラケット

固定用ブラケット

１

小便器用手すり ＫＦ-７０１ＡＥＪ 固定金具共 １ １ １ ３

Ｍ-１４

多用途用手すり

（Ｌ型樹脂被覆）

ＫＦ-９２０ＡＥ７０Ｄ１２Ｊ ２ ３ ２ ３ ２ ５ １７

１
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株式会社　大 村 建 築 設 計 事 務 所一級建築士(大臣）登録229265号　 大村 悟子

一級建築士事務所　滋賀県知事登録(ｶ）152号
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一級建築士事務所
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東近江市文化スポーツ部庁舎改修工事(建築工事)

男
子
便
所

女
子
便
所

品　番器　具　名 付　属　品　
湯
沸
室

撤去　衛生器具表

貯湯式ガス給湯器 ２０Ｌ １

横水栓 Ｔ-１３１　１３

ガスコック ２口 １

１

合
計

和風大便器 Ｃ-３７５Ｖ ２

１

１

１

小便器 （ＦＶ） Ｕ-３７

紙巻器

Ｌ-５２５洗面器 ３

凡   例

既設管切断部分を示す。
★

XX 撤去配管を示す。

注記）

撤去配管は、行先を確認のうえ安全に処理のこと。

　既設配管サイズ、ルートは参考とし現場確認の上、施工のこと。

撤去配管後の不用貫通孔は、モルタルを充填のこと。

撤去は、ピット内部分です。

（ＦＶ） ３ ５

３ ３

２ ５

掃除用流し ＳＫ２２Ａ １ １

凡   例

新設貫通箇所を示す。（極力既設孔を利用のこと。）

既設管に接続箇所を示す。⇒

注記）

しないよう事前に鉄筋探査を行うこと。

改修配管設備に必要な貫通孔あけは本工事に含むものとし、配筋を切断

改修は、ピット内部分です。
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棟
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Ｍ-１５
A1:1/50　A3:1/100給排水衛生、ガス設備図

現況及び撤去・改修　１階平面詳細図
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4
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X
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1
5
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★

小口径マス(φ150-690H：塩ビ蓋）撤去、処分

小口径マス(φ150-700H：塩ビ蓋）撤去、処分

小口径マス(φ150-710H：塩ビ蓋）撤去、処分

小口径マス(φ150-720H：塩ビ蓋）撤去、処分

X
X

X
X

X
X

X

　廊下

前室

　倉庫

記　号 名　　称 管路口径-マス口径 深　さ

桝　リ　ス　ト
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塩ビ蓋

小口径マス

小口径マス

小口径マス

小口径マス

小口径マス

小口径マス

小口径マス

１００-φ１５０

蓋

以降別図参照

⇒
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Ｓ＝１：50現況及び撤去　１階平面詳細図 Ｓ＝１：50改修　１階平面詳細図
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Ｃ

７ ８８７

Ｃ

男
子
便
所

女
子
便
所

品　番器　具　名 付　属　品　
湯
沸
室

撤去　衛生器具表

貯湯式ガス給湯器 ２０Ｌ １

横水栓 Ｔ-１３１　１３

ガスコック ２口 １

１

合
計

和風大便器 Ｃ-３７５Ｖ ２

１

１

１

小便器 （ＦＶ） Ｕ-３７

紙巻器

Ｌ-５２５洗面器 ３

凡   例

既設管切断部分を示す。
★

XX 撤去配管を示す。

注記）

撤去配管は、行先を確認のうえ安全に処理のこと。

　既設配管サイズ、ルートは参考とし現場確認の上、施工のこと。

撤去配管後の不用貫通孔は、モルタルを充填のこと。

撤去は、ピット内部分です。

25
50

75

COB75撤去処分

2
5

7
5

COB75撤去処分

COB75撤去処分

T5B75撤去処分

T5B75撤去処分

X
X

X
X

X

X X

X X

20

75

T5B75撤去処分

T5B75撤去処分
COB75撤去処分

2
0

25

100

COB100撤去処分

2
5

7
5

7
5

75

1
0
0

75

25

4
0

2
0

2
5

2
5

2
5

5
0

5
0

（ＦＶ） ３ ５

３ ３

２ ５

掃除用流し ＳＫ２２Ａ １ １

凡   例

新設貫通箇所を示す。（極力既設孔を利用のこと。）

既設管に接続箇所を示す。⇒

注記）

しないよう事前に鉄筋探査を行うこと。

改修配管設備に必要な貫通孔あけは本工事に含むものとし、配筋を切断

改修は、ピット内部分です。
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　倉庫
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0
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湯沸室

　廊下

Ｍ-１６
A1 : 1 /50　A3 : 1 /1 00給排水衛生、ガス設備図旧農業管理センタ－改修工事（機械設備工事）

現況及び撤去・改修　２階便所平面詳細図

COA100

6
5

1
0
0

COA100

25

75

3
2

50

5040

5
0

65 65

2
0

25

キッチン（建築工事）

（建築工事）

GV50

40

40

25

２　階
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Ｓ＝１：50現況及び撤去　２階平面詳細図
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２階平面詳細図
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ＴＥＬ
一級建築士事務所

ＦＡＸ
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8
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0
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8
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1,5001,21,815
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185

6 7

COA75撤去処分

75

20

20 20

男
子
便
所

女
子
便
所

品　番器　具　名 付　属　品　
３　階

湯
沸
室

撤去　衛生器具表

貯湯式ガス給湯器 ２０Ｌ １

横水栓 Ｔ-１３１　１３

ガスコック ２口 １

１

合
計

和風大便器 （ロ－タンク） Ｃ-３７５Ｖ ２

１

１

１

７ ９

小便器 （ＦＶ） Ｕ-３７

紙巻器

５ ５

Ｌ-５２５洗面器 ６３ ３

凡   例

既設管切断部分を示す。
★

XX 撤去配管を示す。

注記）

撤去配管は、行先を確認のうえ安全に処理のこと。

　既設配管サイズ、ルートは参考とし現場確認の上、施工のこと。

撤去配管後の不用貫通孔は、モルタルを充填のこと。

撤去は、ピット内部分です。
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凡   例

新設貫通箇所を示す。（極力既設孔を利用のこと。）

既設管に接続箇所を示す。⇒

注記）

しないよう事前に鉄筋探査を行うこと。

改修配管設備に必要な貫通孔あけは本工事に含むものとし、配筋を切断

改修は、ピット内部分です。
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A1 : 1 /50　A3 : 1 /1 00

現況及び撤去・改修　３階便所平面詳細図
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現況及び撤去　３階平面詳細図 Ｓ＝１：50改修　３階平面詳細図
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ホール

湯沸室

YADA
テキストボックス
３階平面詳細図
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給排水衛生、ガス設備図

１階機械室平面詳細図

A1:1/50　A3:1/100旧農業管理センタ－改修工事（機械設備工事）

Ｍ-１８

現況及び撤去　平面詳細図　1/50 改修　　平面詳細図　1/5 0

記　号 名　称 形　式 電　源 動　力 台　数 備　考

機器　リスト

１

１３φ２００Ｖ ３．７kw

x２

ステンレス速度制御

給水ユニット

形式：推定末端圧一定インバ－タ制御

６５Ａx３００Ｌ/ｍｉｎｘ３８ｍｘ３．７ｋｗ（交互運転）

設置場所

ＰＷ

１

Ｐ Ｆ

消火ポンプユニット １３φ２００Ｖ 設置場所

既設機械室

既設機械室

既設基礎流用

既設基礎流用

用途：屋内消火栓

５０Ａx４０Ａｘ３００Ｌ/ｍｉｎｘ５０ｍｘ５．５ｋｗ

５．５kw

付属品：制御盤・流量センサ－・圧力発信器・チェック弁・アキュ－ムレ－タ

付属品：常時逃しオリフィス・チェック弁・スル－ス弁・性能試験用配管・圧力計・連成計

１

Ｊ Ｐ

　　　　　可とう管・制御盤

消火ポンプ補助加圧

ポンプユニット

１３φ２００Ｖ 設置場所 既設機械室１．５kw

コンクリ－ト基礎：建築工事

１５Ａx２１Ｌ/ｍｉｎｘ１００ｍｘ１．５ｋｗ

付属品：受水槽（５０Ｌ）・制御盤

記　号 名　称 形　式 電　源 動　力 台　数 備　考

１

３φ２００Ｖ 設置場所

１３φ２００Ｖ 設置場所

既設機械室

既設機械室

既設基礎流用

用途：屋内消火栓 ５．５kw

付属品：制御盤・流量センサ－・圧力発信器・チェック弁・アキュ－ムレ－タ

Ｐ

撤去機器　リスト

揚水ポンプ 形式：渦巻ポンプ

５０Ａx２５０Ｌ/ｍｉｎｘ２３ｍｘ２．２ｋｗ

２２．２kw

Ｐ

２

消火ポンプ

８０Ａx４５０Ｌ/ｍｉｎｘ４３ｍｘ７．５ｋｗ

付属品：制御盤

2
,7

0
0

7
,3

0
0

7
5

2
0

GV20(BOX共)撤去処分

洗面器、化粧鏡x4箇所撤去処分

埋設配管（残置）

F

E

G

7 8 7 8

Ｐ

１

Ｐ

１

Ｐ

２

50
7
55
0

50

75

50

凡   例

既設管切断部分を示す。
★

XX 撤去配管を示す。

注記）

撤去配管は、行先を確認のうえ安全に処理のこと。

　既設配管サイズ、ルートは参考とし現場確認の上、施工のこと。

撤去配管後の不用貫通孔は、モルタルを充填のこと。

撤去は、ピット内部分です。

凡   例

新設貫通箇所を示す。（極力既設孔を利用のこと。）

既設管に接続箇所を示す。⇒

注記）

しないよう事前に鉄筋探査を行うこと。

改修配管設備に必要な貫通孔あけは本工事に含むものとし、配筋を切断

★

★

★
X X

XX

X

X X

X

X

XX

X

X

X X

X

X X

X

X
X

X
XX

X
X

X X
X X75

75
以降別図参照

１

ＪＰ

X X X

X
X

X X

１

ＰＦ

１

ＰＷ

40(直圧） XXXX

X
X

X

X

X X

X

ﾎﾞ-ﾙﾀｯﾌﾟ20A撤去、処分
ﾎﾞ-ﾙﾀｯﾌﾟ20A

GV40

Yｽﾄ40

定水位弁40

GV20 40

20

75

⇒

40

2
,7

0
0

F

E

G

7
,3

0
0

GV15

5
0

6
5

FJ(SUS)

GV

50

50

6
5

定水位弁40撤去、処分
X

以降別図参照

以降別図参照40

40

GV40GV65

受水槽ボ－ルタップの位置は、管理者の指示による。

消火水量有効5.2m3確保のこと。（電気設備と協議）

消火ポンプ制御盤撤去、処分

FJ

FJ

FJ

FJ

FJ

GV50

UP

9
0
0

1
,5

0
0

1
,5

0
0

2
,5

0
0

2
,5

0
0

2
,3

0
0

UP

更衣室

更衣室

電話交換室

受水槽

機械室

更衣室

更衣室

機械室

2
,5

0
0

2
,5

0
0

2
,3

0
0

電話交換室



　換気設備　　機器表

備　考記　号 機　器　名　称 機　器　仕　様
電　源

台　数 設　置　場　所
(Φ-V)

消費電力

１

２

１ - １ ０ ０ １

１ - １ ０ ０

３
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Ｍ-１９

旧農業管理センタ－改修工事（機械設備工事） 換気設備図

改修　機器表

送風機

送風機

形式：ストレ－トシロッコファン（消音形）

形式：ストレ－トシロッコファン（消音形）

２３ - ２ ０ ０ ３階大研修室  参考型番：ＢＦＳ-１８０ＴＵＧ2

φ２５０x２０００m3/hx２００Ｐａ

５７０ｗ

 参考型番：ＢＦＳ-５０ＳＵＧ2３階男子便所

　　　　　　ステンレス製深形フードφ２５０（指定色焼付）＊２

φ２００x５００m3/hx１００Ｐａ

　　　　　　ステンレス製深形フードφ２００（指定色焼付）

８７．５ｗ

送風機 形式：ストレ－トシロッコファン（消音形）

　　　　　　ステンレス製深形フードφ２００（指定色焼付）

３階女子便所

２階男子、女子便所

１階男子、女子便所

８７．５ｗ  参考型番：ＢＦＳ-５０ＳＵＧ2５

φ２００x４００m3/hx１００Ｐａ

１ - １ ０ ０

１
Ｖ Ｆ

Ｆ Ｅ

Ｆ Ｅ

Ｆ Ｅ

Ｖ Ｆ
２

形式：低騒音形/インテリア格子タイプ １１ - １ ０ ０ダクト用換気扇

パイプファン 形式：角形格子グリル

φ２００x２００m3/hx１０Ｐａ

付 属 品：ステンレス製深形フードφ２００（指定色焼付）

１３ｗ

　　　　　　温度SW

φ１５０x２００m3/hx５０Ｐａ

付 属 品：ステンレス製深形フードφ１５０（指定色焼付）

 参考型番：Ｖ-２０ＰＸＳ5

 参考型番：ＶＤ-１８ＺＸ14－Ｃ

１.２.３階機械室

２８.５ｗ １階多目的便所

Ｖ Ｆ
ダクト用換気扇

３
付 属 品：ステンレス製深形フードφ１５０（指定色焼付）

１ - １ ０ ０ １.２階湯沸室２  参考型番：ＶＤ-２０Ｚ13４８．０ｗ形式：低騒音形/台所用

φ１５０x２５０m3/hx６０Ｐａ

Ｖ Ｆ
ダクト用換気扇

Ｖ Ｆ
ダクト用換気扇

４

５

１ - １ ０ ０  参考型番：ＶＤ-２０Ｚ13４８．０ｗ形式：低騒音形/台所用

φ１５０x２５０m3/hx６０Ｐａ

３階湯沸室１

付 属 品：ステンレス製軒天用ベンドキャップ：網（指定色焼付）

形式：低騒音形/インテリア格子タイプ １ - １ ０ ０

付 属 品：ステンレス製深形フードφ１５０（指定色焼付）

 参考型番：ＶＤ-２０ＺＸ14－Ｃ４８．０ｗ

φ１５０x３００m3/hx５０Ｐａ

２０ １.２階会議室他

ＯＡ
１

給排気グリル

付 属 品：コントロ－ルスイッチ、給排気グリル(PZ-N10FGP3)*４・防振吊金具

付 属 品：コントロ－ルスイッチ、給排気グリル(PZ-N20FGP3)*４・防振吊金具

付 属 品：コントロ－ルスイッチ、給排気グリル(PZ-N10FGP3)*４・防振吊金具

形式：プラスチック製（消音形）

付 属 品：ステンレス製深形フードφ１５０（指定色焼付）

１.２階会議室他  参考型番：ＰＺ-Ｎ１５ＦＧＰ3

ＯＡ
給排気グリル

２

形式：プラスチック製（消音形） ８ ３階大研修室  参考型番：ＰＺ-Ｎ２０ＦＧＰ3

付 属 品：軒天用ベンドキャップφ２００：網（指定色焼付）

３

２３
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東近江市文化スポーツ部庁舎改修工事(機械設備工事)

Ｍ-２０

改修　１階平面図

換気設備図

φ100

φ100φ100

φ100

φ200

３

Ｆ Ｅ

φ100

φ100

φ100

φ150

φ200

Ｆ Ｅ

３

ﾄﾞｱｶﾞﾗﾘを示す

ﾄﾞｱｶﾞﾗﾘを示す

倉庫（１）

東近江地域

勤労者互助会

倉庫（２）

倉庫（３） 倉庫(４)

倉庫(５)

前室

多機能便所

倉庫

OA

凡   例

新設貫通箇所を示す。（極力既設孔を利用のこと。）

注記）

しないよう事前に鉄筋探査を行うこと。

ダクト設備に必要な貫通孔あけは本工事に含むものとし、配筋を切断
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Ｍ-２１

旧農業管理センタ－改修工事（機械設備工事）

改修　２階平面図

換気設備図
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新設貫通箇所を示す。（極力既設孔を利用のこと。）

注記）

しないよう事前に鉄筋探査を行うこと。

ダクト設備に必要な貫通孔あけは本工事に含むものとし、配筋を切断
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旧農業管理センタ－改修工事（機械設備工事）
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新設貫通箇所を示す。（極力既設孔を利用のこと。）

注記）

しないよう事前に鉄筋探査を行うこと。

ダクト設備に必要な貫通孔あけは本工事に含むものとし、配筋を切断
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１

１

記　号 機　器　名　称 機　器　仕　様
電　源

(Φ-V)

消費電力

(kW)
台　数 設　置　場　所 備　考

　空気調和設備　　撤去機器表　

Ａ Ｈ エアハンドリング

ユニット

三相２００ 送風機 ５．５kw ３階系統 撤去、処分

Ａ Ｈ

２

エアハンドリング

ユニット

送風機 撤去、処分

ＡＤ-２００ＳＢ

ＬＨ-６００ＰＲ単相１００ １４９w

Ａ Ｈ

３

エアハンドリング

ユニット

送風機 撤去、処分単相１００ ２８０w ＬＨ-１０００ＰＲ

Ａ Ｈ

４

エアハンドリング

ユニット

送風機 撤去、処分単相１００ ２３７５w ＬＨ-１６００ＰＲ

Ａ Ｈ

５

エアハンドリング

ユニット

送風機 撤去、処分単相１００ ４５５w ＬＨ-２０００ＰＲ

Ａ Ｃ

１

パッケ－ジ型空調器
撤去、処分１

ＧＡＴ-８０

２階系統三相２００ 圧縮機 ５．５kw

送風機 １．５kw

送風機 ０．３６kw

電気ヒ－タ－

３．７５ｋｗｘ６段

加湿器 ４kw

Ａ Ｃ

２

撤去、処分１三相２００ 圧縮機

送風機
ル－ムエアコン

１．１kw

補助ヒ－タ－

２．０ｋｗ

２３w

屋外機 ４０w

ＭＳＨ-３５ＴＣ

Ｆ

１

排風機
三相２００ ０．７５kw １ 撤去、処分３階系統

Ｆ 排風機

２

三相２００ ０．７５kw １ 撤去、処分便所系統

Ｒ

１ ヒ－タ－

ウォ－タ－チラ－

Ｒ
ヒ－タ－

ウォ－タ－チラ－

Ｒ
ヒ－タ－

ウォ－タ－チラ－

２

３

１

２

Ｃ Ｔ

Ｃ Ｔ

冷却塔

冷却塔

３

Ｐ

１

冷却水ポンプ

Ｐ

Ｐ

２

冷却ポンプ

冷却ポンプ

記　号 機　器　名　称 機　器　仕　様
電　源

(Φ-V)

消費電力

(kW)
台　数 設　置　場　所 備　考

片吸込多翼送風機

片吸込多翼送風機

＃２x２４００m3/hx２５mmＡｑ

形　式

＃１ 1/2x１９００m3/hx２５mmＡｑ

形　式

５２５０kcal/h

３５５０kcal/h

壁掛型

暖房能力

冷房能力

形　式

加湿量：２kg/hウェットマスタ－加湿器

１４５００kcal/h（ＤＢ：２２℃　外気：－２℃）

１７４００kcal/h（ＤＢ：２２℃　外気：３３．９℃）

暖房能力

冷房能力

形　式

２７２８０kcal/h（ＤＢ：２０℃　温水：６０℃）

冷温水量：６６Ｌ/ｍｉｎ１８４２０kcal/h（ＤＢ：２６℃　冷水：7℃）

天井埋込型

暖房能力

冷房能力

形　式

２０００0～２０９４０kcal/h（ＤＢ：２０℃　温水：６０℃）

冷温水量：３７～４５Ｌ/ｍｉｎ１２６５０～１３５００kcal/h（ＤＢ：２６℃　冷水：7℃）

天井埋込型

暖房能力

冷房能力

形　式

１３１８０～１３８９０kcal/h（ＤＢ：２０℃　温水：６０℃）

冷温水量：２４～３０Ｌ/ｍｉｎ８３６０～９０００kcal/h（ＤＢ：２６℃　冷水：7℃）

天井埋込型

天井埋込型

床置型

暖房能力

冷房能力

形　式

７２７０～７８９０kcal/h（ＤＢ：２０℃　温水：６０℃）

冷温水量：１２～１７Ｌ/ｍｉｎ４５４０～５１００kcal/h（ＤＢ：２６℃　冷水：7℃）

暖房能力

冷房能力

形　式

加湿量：２０kg/hウェットマスタ－加湿器

２７０m3/min送風機

９６６００kcal/h（ＤＢ：２０℃　温水：６０℃）

７５０００kcal/h（ＤＢ：２６℃　冷水：7℃） 冷温水量：２５０Ｌ/ｍｉｎ

暖房能力

冷房能力

形　式
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ＦＡＸ

三相２００ １１．５kw １階系統形　式 片吸込渦巻ポンプ

形　式

三相２００ １１．５kw形　式 片吸込渦巻ポンプ

５０mmx３００Ｌ/ｍｉｎｘ１１ｍ

三相２００ １１．５kw片吸込渦巻ポンプ

５０mmx３００Ｌ/ｍｉｎｘ１１ｍ

２階系統

６５mmx４５０Ｌ/ｍｉｎｘ１１ｍ

３階系統

旧農業管理センタ－改修工事（機械設備工事）

Ｍ-２３
空気調和設備図　

撤去機器表

冷凍能力：９０７２０kcal/h

標準加熱能力：１０８８６０kcal/h

１ ＣＨ-Ｖ３０

撤去、処分

臭化リチウム溶液回収、処分搬出重量：１６３０kg

三相２００

１

撤去、処分

臭化リチウム溶液回収、処分

三相２００

１

撤去、処分

臭化リチウム溶液回収、処分

三相２００

ＣＨ-Ｖ３０Ｐ冷凍能力：９０７２０kcal/h

標準加熱能力：１０８８６０kcal/h

冷凍能力：９０７２０kcal/h

標準加熱能力：１０８８６０kcal/h

搬出重量：２１３０kg

搬出重量：１６３０kg

ＣＨ-Ｖ３０Ｐ

冷却塔付

３０ＲＴ

３０ＲＴ

１

１

床置型

Ｐ

５

Ｐ

６

冷温水ポンプ

冷温水ポンプ

Ｐ

７

オイルギヤ－ポンプ

Ｐ

８

オイルギヤ－ポンプ

Ｔ

１

オイルタンク

三相２００ １ 撤去、処分１．５kw ２階系統

三相２００ １ 撤去、処分２．２kw ３階系統

三相２００ １ 撤去、処分

三相２００ １ 撤去、処分

０．４kw １階系統

２、３階系統０．４kw

形　式

形　式

形　式

形　式

５０mmx１８８Ｌ/ｍｉｎｘ１５ｍ

片吸込渦巻ポンプ

６５mmx２８７Ｌ/ｍｉｎｘ１５ｍ

歯車ポンプ（灯油用）

２０mmx３０Ｌ/ｍｉｎｘ３kg/cm2

歯車ポンプ（灯油用）

２０mmx３０Ｌ/ｍｉｎｘ３kg/cm2

容量 ５０００Ｌ（埋設型）

１３００φx３８００Ｌ寸法

１

Ｔ

２

Ｔ

３

オイルサ－ビス

タンク

オイルサ－ビス

タンク

容量

寸法

容量

寸法

１

１５０Ｌ

３５０x３５０x６００Ｈ 架台　１２００Ｈ

微圧接点スイッチ付属品

９０Ｌ

４００x４００x６００Ｈ 架台　１２００Ｈ

微圧接点スイッチ付属品

１階系統

２階系統

Ｔ

４

膨張タンク
寸法 ６００x６００x６００Ｈ 架台　１０００Ｈ １

内面メタリコン吹付

Ｆ Ｃ

１

撤去、処分単相１００

暖房能力

冷房能力

形　式
ファンコイル

ユニット

天吊型

４５９０kcal/h（ＤＢ：２６℃　冷水：7℃）

７１３０kcal/h（ＤＢ：２０℃　温水：６０℃）

冷温水量：１７Ｌ/ｍｉｎ

２

ＬＨ-６００ＰＥ

１階　食堂

ラインポンプ

５０mmx１８８Ｌ/ｍｉｎｘ１５ｍ

１階系統１．５kw １三相２００形　式
冷温水ポンプ

４
Ｐ

片吸込渦巻ポンプ

撤去、処分済

３

４

２
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注記）

現地調査を十分行うこと。

X 撤去、処分配管を示す。

撤去した後の配管貫通孔は不燃材で閉鎖のこと。

◆ＴＩＴＬＥ◆ ◆ＳＨＥＥＴ　ＴＩＴＬＥ◆ ◆ＳＣＡＬＥ◆

株式会社　大 村 建 築 設 計 事 務 所一級建築士(大臣）登録229265号　 大村 悟子

一級建築士事務所　滋賀県知事登録(ｶ）152号

A1:1/100　A3:1/200 　． 　． 　．  　． 　． 　．

 　． 　． 　．  　． 　． 　．

 　． 　． 　．  　． 　． 　．

 　． 　． 　．

ＤＡＴＥ

ＤＡＴＥ

◆ＮＯＴＥ◆

ＴＥＬ
一級建築士事務所

ＦＡＸ

空気調和設備図

現況及び撤去１階平面図（配管）

Ａ Ｃ

Ｆ Ｃ

１

Ｆ Ｃ

１

１
R

Ａ Ｈ

３

Ａ Ｈ

２

埋設配管（残置）

25.25.32

X
X

X

X
X

X

X

X
X

X
X

X
X

X
X

XX

X
X

X
X

X X
X

X65.65

X
X

X
X

X
X

X
X

X

X

X
X

X
X

X

X
X

X

X

X X X
X

X

XXX
X

X
X

X
X

X

X
X

X

X
X

X

Ｍ-２４
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空気調和設備図

現況及び撤去２階平面図（配管）

凡   例

注記）

現地調査を十分行うこと。

X 撤去、処分配管を示す。

撤去した後の配管貫通孔は不燃材で閉鎖のこと。
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空気調和設備図

現況及び撤去２階平面図（配管）
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凡   例

注記）

現地調査を十分行うこと。

X 撤去、処分配管を示す。

撤去した後の配管貫通孔は不燃材で閉鎖のこと。
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旧農業管理センタ－改修工事（機械設備工事）
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旧農業管理センタ－改修工事（機械設備工事） 空調設備図 A1:1/ 50　A3:1/100

現況及び撤去　２階平面詳細図
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凡   例

既設管切り離し部分を示す。
★

XX

注記）

撤去配管は、行先を確認のうえ安全に処理のこと。

　既設配管サイズ、ルートは参考とし現場確認の上、施工のこと。

凡   例

既設管切り離し部分を示す。
★

XX

注記）

撤去配管は、行先を確認のうえ安全に処理のこと。

　既設配管サイズ、ルートは参考とし現場確認の上、施工のこと。
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空気調和設備図（ダクト）
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改修内容
凡   例

注記）

現地調査を十分行うこと。

X 撤去、処分ダクトを示す。

撤去した後のダクト躯体貫通孔は不燃材で閉鎖のこと。

ダクト用換気扇

接続ダクト径：φ１００

ベンドキャップ

接続ダクト径：φ１００

本体撤去、処分

本体撤去、処分

ダクト用換気扇 本体撤去、処分C

ベンドキャップ 本体撤去、処分D

接続ダクト径：φ１５０

接続ダクト径：φ１５０

C

D

ダクト撤去、処分・貫通部補修

ダクト撤去、処分・貫通部補修

ダクト撤去、処分・貫通部補修

ダクト撤去、処分・貫通部補修

1
,0

0
0

4
,5

0
0

1
,8

0
0

1
,8

0
0

6
0
0

3
,6

0
0

1
,5

0
0

1
,5

0
0

2
,5

0
0

2
,5

0
0

2
,3

0
0

3,640 1,820

1,600

3,960 1,500 2,000 4,000

PS

5
5
0

9
5
0

UP

UP

信用連

作業室
風除室

客溜り

相談室

ホール

観光

１階平面図 S=1/100

男子便所

PS

女子
便所

宿直室

食堂

更衣室

機械室

更衣室

倉庫

階段室

勝手口

電話交換室



2
,7

0
0

7
,2

0
0

2
,7

0
0

2
,7

0
0

8
,1

0
0

7
,3

0
0

5 ,460 5,460 5,460 5,460 5,460 5,460 6,000

185 9001,815 1,2 1,500

7
,2

0
0

2
,7

0
0

2
,7

0
0

8
,1

0
0

2
2
,9

0
0

6 ,0001,000

5,460 5,460 5,460 5,460 5,460 6,000185 5,460

38,760

3
0
,2

0
0

4
,5

0
0

3
,6

0
0

2
,7

0
0

2
0
0

2
,7

0
0

4
,5

0
0

1
,1

0
0

9
0
0

4
5
0

1 ,600

2,100 3,360 2,730 2,730 3,200 2,800

3
,0

0
0

便所

A 2 3 4 5 6 7 8

F

E

D

C

B

A

G

F

E

D

C

B

A

200x200 200x200

中研修室

250x200

2
5
0
x
2
0
0

6
0
0
x
2
0
0

200x200 200x200

250x200

2
5
0
x
2
0
0

6
0
0
x
2
0
0

企画管理室

相談室 倉庫

200x200 200x200

250x200 250x200

機械室

電子計算機室

用度品庫

2
0
0
x
2
0
0

3
0
0
x
2
0
0

200x200

2
0
0
x
2
0
0

450250

4
5
0
2
5
0

400x200250x200

250x200
400x200

200x200

踏込

250x200

4
0
0
x
2
0
0

ＳＡﾁｬﾝﾊﾞ-(800x500x300H)撤去、処分

２ＳＡ

中研修室

３６０ ＣＭＨ

ＢＬ-Ｓ４０００Ｌ

ＨＳ ２ＲＡ

撤去、処分

ＰＥ＃２５

６３０ ＣＭＨ

２

１９８０ ＣＭＨ

１７００ｘ２５０

ＳＡ

３６０ ＣＭＨ

ＢＬ-Ｓ４０００Ｌ

ＨＳＲＡ

撤去、処分

ＰＥ＃２５

１

１

１

５４０ ＣＭＨ

８００ｘ２５０

９００ ＣＭＨ

相談室

ＳＡ

３６０ ＣＭＨ

ＢＬ-Ｓ４０００Ｌ

ＨＳＲＡ

撤去、処分

ＰＥ＃２５

１

１

１

５４０ ＣＭＨ

８００ｘ２５０

９００ ＣＭＨ

倉庫

ＳＡﾁｬﾝﾊﾞ-(800x450x300H)撤去、処分

RAﾁｬﾝﾊﾞ-(1000x300x800H)撤去、処分

X
X

X
X

X

X X X X

X

X
X

X
X

X
X

X
X

X X X

X X X X

２ＳＡ

３６０ ＣＭＨ

ＢＬ-Ｓ４０００Ｌ

ＨＳ ２ＲＡ

撤去、処分

ＰＥ＃２５

６３０ ＣＭＨ

２

１９８０ ＣＭＨ

１７００ｘ２５０

企画管理室

X
X

X
X

X X X X

X XX

ＳＡﾁｬﾝﾊﾞ-(1100x800x300H)撤去、処分

ＳＡﾁｬﾝﾊﾞ-(1100x800x300H)撤去、処分 RAﾁｬﾝﾊﾞ-(1500x300x800H)撤去、処分

RAﾁｬﾝﾊﾞ-(1500x300x800H)撤去、処分

XXX

X XX

X
X

ＳＡﾁｬﾝﾊﾞ-(800x1000x600H)撤去、処分

ＶＨＳ ２

小研修室

ＳＡ

６００ ＣＭＨ

８００x１５０

ＨＳ ２ＲＡ

５００ｘ３００

６００ ＣＭＨ

撤去、処分

ＳＡ

３６０ ＣＭＨ

ＢＬ-Ｓ４０００Ｌ

ＨＳＲＡ

撤去、処分

１

１

１

ＶＨＳＳＡ

電子計算機室

８００x２００

６００ ＣＭＨ

６

撤去、処分

システム設計室

ＰＥ＃２０

４２０ ＣＭＨ

７８０ ＣＭＨ

８００ｘ２００

X X

X

X
X

XX
X

X

X X

X
X

X
X

X
X

X
X

X

X X

X X

ＳＡﾁｬﾝﾊﾞ-(600x350x300H)撤去、処分

RAﾁｬﾝﾊﾞ-(1000x300x800H)撤去、処分

ＳＡﾁｬﾝﾊﾞ-(600x350x300H)撤去、処分

RAﾁｬﾝﾊﾞ-(1000x300x800H)撤去、処分

ＳＡ

３６０ ＣＭＨ

ＢＬ-Ｓ４０００Ｌ

ＨＳＲＡ

１

１

１

システム設計室

ＰＥ＃２０

４２０ ＣＭＨ

７８０ ＣＭＨ

撤去、処分

４００ｘ２００

４５０ｘ２００
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株式会社　大 村 建 築 設 計 事 務 所一級建築士(大臣）登録229265号　 大村 悟子

一級建築士事務所　滋賀県知事登録(ｶ）152号
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ＴＥＬ
一級建築士事務所

ＦＡＸ

空気調和設備図

現況及び撤去２階平面図（ダクト）

凡   例

注記）

現地調査を十分行うこと。

X 撤去、処分ダクトを示す。

撤去した後のダクト躯体貫通孔は不燃材で閉鎖のこと。

旧農業管理センタ－改修工事（機械設備工事）

Ｍ-２９

X

X

250x150

250x150

湯沸室

X
X

X
X

450x150

400x250
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２階平面図 S=1/100

PS

階段

事務室

消耗品室

システム設計室

廊下

小研修室

床

押入

湯沸室

男子便所

女子

便所

PS
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一級建築士事務所

ＦＡＸ

凡   例

注記）

現地調査を十分行うこと。

X 撤去、処分ダクトを示す。

空気調和設備図

現況及び撤去３階平面図（ダクト）

X

X X X X X X X X

X X X X X X X X
X

X

X

X
X

X
X

X
X

X
X

X
X

X
X

X
X

X
X

X
X

X X X X X X X X

X X X X X X X X

X X X X X X X X X

X
X

X
X

X
X

X

X

X
X

X

X

ＳＡ ＢＬ-Ｓ４０００Ｌ

大会議室

７２０ ＣＭＨ

８

ＰＥ＃３０

７８０ ＣＭＨ

８

ＰＥ＃２０

４００ ＣＭＨ

撤去、処分

２

OAG(400x600H)

SAﾁｬﾝﾊﾞ-(100x2000x600H)撤去、処分

便所

ＥＡ ＨＳ

４００ ＣＭＨ

２

４００x２００

撤去、処分

250x150

250x150

SFD

400x300

400x300

X
X

X
X

X
X

撤去した後のダクト躯体貫通孔は不燃材で閉鎖のこと。

Ｍ-３０

旧農業管理センタ－改修工事（機械設備工事）

φ
1
5
0

既設天井扇撤去、処分（ダクトは残置）

軒天ベンドキャップ撤去、処分

400x250

階段

4
,5

0
0

1
,8

0
0

1
,8

0
0

6
0
0

3
,6

0
0

5
5
0

9
5
0
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物入

湯沸室

吸込口

吸込口

ホール

ベランダ

３階平面図 S=1/100

機械室

PS

女子 男子

便所便所

ベランダ



現況及び撤去　屋根伏図　1/1 00
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ＦＡＸ

凡   例

★

XX

注記）

屋上1

撤去ダクトを示す。

既設ダクト切り離し部分を示す。

　既設ダクトサイズ、ルートは参考とし現場確認の上、施工のこと。

★ ★

X X

送風機：NO.1/12SRM1900m3/hx25mmAq撤去処分

送風機：NO.2SRM2400m3/hx25mmAq撤去処分

X

X
X

X

X
X

400x300400x300

高架水槽

Ｍ-３１

旧農業管理センタ－改修工事（機械設備工事）

現況及び撤去　屋根伏図

空気調和設備図

Ｆ-1

Ｆ-2



空調機器リスト

台　数消費電力

（定格）

電　源 備 考／参考品番記　号 名　称 仕　様 ／ 形　式

ダイキン工業品番 同等品以上

Ａ Ｃ ビル用マルチ

室外ユニット

冷房　

暖房　

３φ２００V

冷　　媒：Ｒ３２ １

付 属 品：分岐管

ビル用マルチ

室内ユニット

冷房　

暖房　

１φ２００V

１

能　　力：冷房 １００kW　　暖房 １１２kW

Ａ Ｃ

２６．１kw

２８．７kw

形　　式：冷暖切換システム　ハイグレ－ドモデル（３６馬力相当）

１-１

形　　式：天井埋込ダクト形

能　　力：冷房 ２８．０kW　　暖房 ３１．５kW
１７２０w

１７２０w

３ ＦＸＹＭＡ２８０ＡＡ付 属 品：吹出チャンバ－・吸込分岐チャンバ－・ドレンアップキット・オ－トリフトフィルタ－

　　　　　　ワイヤ－ドリモコン・その他必要部材１式

３階大会議室

ビル用マルチ

室内ユニット

Ａ Ｃ

１-２

冷房　

暖房　

１φ２００V

１

３階ホ－ル

ＦＸＹＣＡ１６０ＡＡ
２４６w

２４３w

形　　式：天井埋込カセット形　エコダブルフロ－タイプ

能　　力：冷房 １６．０kW　　暖房 １８．０kW

　　　　　　センシング機能搭載

・アクティブフィルタ－・その他必要部材１式

付 属 品：オ－トグリル（自動昇降）パネル・オ－トグリル用リモコン

　　　　　　遮断弁ユニット・ワイヤレスリモコン・その他必要部材1式

Ａ Ｃ ビル用マルチ

室外ユニット

冷房　

暖房　

３φ２００V

冷　　媒：Ｒ３２ １

付 属 品：分岐管

ビル用マルチ

室内ユニット

冷房　

暖房　

１φ２００V

能　　力：冷房 １００kW　　暖房 １１２kW

Ａ Ｃ

２６．１kw

２８．７kw

形　　式：冷暖切換システム　ハイグレ－ドモデル（３６馬力相当）

形　　式：天井埋込ダクト形

能　　力：冷房 ２８．０kW　　暖房 ３１．５kW
１７２０w

１７２０w

３ ＦＸＹＭＡ２８０ＡＡ付 属 品：吹出チャンバ－・吸込分岐チャンバ－・ドレンアップキット・オ－トリフトフィルタ－

　　　　　　ワイヤ－ドリモコン・その他必要部材１式

３階大会議室

ビル用マルチ

室内ユニット

Ａ Ｃ

冷房　

暖房　

１φ２００V

１

３階ホ－ル

ＦＸＹＣＡ１６０ＡＡ
２４６w

２４３w

形　　式：天井埋込カセット形　エコダブルフロ－タイプ

能　　力：冷房 １６．０kW　　暖房 １８．０kW

　　　　　　センシング機能搭載

・アクティブフィルタ－・その他必要部材１式

付 属 品：オ－トグリル（自動昇降）パネル・オ－トグリル用リモコン

　　　　　　遮断弁ユニット・ワイヤレスリモコン・その他必要部材1式

２

２-２

２-１

冷房　

暖房　

３φ２００V

冷房　

暖房　

ＲＸＧＡ１０００Ａ

ＲＸＧＡ３３５Ａ
ＲＸＧＡ３３５Ａ
ＲＸＧＡ３３５Ａ

機種名

システム名

コンクリ－ト基礎：建築工事

ＲＸＧＡ１０００Ａ

ＲＸＧＡ３３５Ａ
ＲＸＧＡ３３５Ａ
ＲＸＧＡ３３５Ａ

機種名

システム名

コンクリ－ト基礎：建築工事

台　数消費電力

（定格）

電　源 備 考／参考品番記　号 名　称 仕　様 ／ 形　式

・公共建築工事標準仕様とする。
・ビル用マルチエアコン、パッケージエアコンの能力、及び消費電力は、JIS B 8616に規定された定格条件による。
・採用する空調機器に応じて、高調波対策としてアクティブフィルタが必要な場合は本工事内にて追加すること。
・建築設備耐震設計・施工指針に準拠し、吊ボルトで固定する機器は、4本の支持ボルトで構成される4面にそれぞれ2本の斜材でX型の振れ止め設けること。
・室外機の基礎は、建築工事とし室外機は転倒防止措置を講ずること。
・室内外連絡配線・集中リモコン取付、配線工事：本工事
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ＦＡＸ

ＡＣＰ

1

ＡＣＰ

２

ヒ－トポンプ

エアコン

形　　式：天井埋込カセット形　Ｓ-ラウンドフロ－＜センシング＞タイプ

付 属 品：オ－トグリル（自動昇降）パネル・オ－トグリル用リモコン

能　　力：冷房 １２．５（３．２～１４．０）kW　　暖房 １４．０（３．５～１８．０）kW

ＳＳＲＣ１４０Ｃ

コンクリ－ト基礎：建築工事

８

　　　　　　ワイヤレスリモコン・その他必要部材1式

形　　式：天井埋込カセット形　Ｓ-ラウンドフロ－＜センシング＞タイプ

付 属 品：オ－トグリル（自動昇降）パネル・オ－トグリル用リモコン

　　　　　　ワイヤレスリモコン・その他必要部材1式

３．１９kw

３．１９kw

能　　力：冷房 １０．０（３．１～１１．２）kW　　暖房 １１．２（２．８～１４．０）kW
３φ２００V

コンクリ－ト基礎：建築工事

ＳＳＲＣ１１２Ｃ

２．２０kw

２．２０kwヒ－トポンプ

エアコン

ＡＣＰ

３

冷房　

暖房　

形　　式：天井埋込カセット形　Ｓ-ラウンドフロ－＜センシング＞タイプ

付 属 品：オ－トグリル（自動昇降）パネル・オ－トグリル用リモコン

　　　　　　ワイヤレスリモコン・その他必要部材1式

３φ２００V

コンクリ－ト基礎：建築工事

ヒ－トポンプ

エアコン
１ ＳＳＲＣ５６ＣＴ

能　　力：冷房 ５．０（１．３～５．６）kW　　暖房 ５．６（１．４～７．１）kW
１．０８kw

１．２５kw

Ｍ-３２

旧農業管理センタ－改修工事（機械設備工事） 空気調和設備図

改修　空調機器表

　　　　　　オ－トリフタ－リモコン・遮断弁ユニット・保温、消音フレキシブルダクト

　　　　　　オ－トリフタ－リモコン・遮断弁ユニット・保温、消音フレキシブルダクト

５
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1

（建築工事）

コンクリ－ト基礎(600x7000x200H)

1-C会議室 1-B会議室シルバー人材センター

倉庫（２）

倉庫（３） 倉庫(４)

倉庫(５)

観光協会

東近江地域
勤労者互助会

1-D会議室

談話室

ＡＣＰ

ＡＣＰ

（建築工事）

コンクリ－ト基礎(600x2200x200H)
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改修　１階平面図　1/1 0 0

前室

３

２

Ｍ-３３

改修　１階平面図

旧農業管理センタ－改修工事（機械設備工事） 空気調和設備図

2

1 2 12

※管径は参考とし、採用空調機の基準により施工すること。

冷媒配管サイズ（液管×ガス管）　
単位：φmm

Φ６．４ × Φ９．５ Φ１２．７ × Φ２８．６

Φ６．４ × Φ１２．７ Φ１５．９ × Φ２５．４

Φ６．４ × Φ１５．９ Φ１５．９ × Φ２８．６

Φ９．５ × Φ１２．７ Φ１５．９ × Φ３１．８

Φ９．５ × Φ１５．９ Φ１５．９ × Φ３８．１

Φ９．５ × Φ１９．１ Φ１９．１ × Φ２２．２

Φ９．５ × Φ２２．２ Φ１９．１ × Φ３１．８

Φ９．５ × Φ２５．４ Φ１９．１ × Φ３８．１

Φ１２．７ × Φ１５．９ Φ１９．１ × Φ４４．５

Φ１２．７ × Φ１９．１ Φ２２．２ × Φ３８．１

Φ１２．７ × Φ２２．２ Φ２２．２ × Φ４４．５

Φ１２．７ × Φ２５．４

　★　区画貫通箇所を示す。（認定工法にて施工のこと。）
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S

T

U

V
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1

記号 機種

床置パッケ－ジエアコン

2

3

２．５馬力相当

床置パッケ－ジエアコン

４馬力相当

改修内容

内外装改修後既設室内機、室外機（タイガ－ベ－ス基礎）を復旧する。

配管は、既設管再利用

内外装改修後既設室内機、室外機（タイガ－ベ－ス基礎）を復旧する。

配管は、既設管再利用

3 3

床置パッケ－ジエアコン

５馬力相当

内外装改修後既設室内機、室外機（タイガ－ベ－ス基礎）を復旧する。

但し位置は移動し配管は、新設とする。（既設壁コア抜き補修含む）

E

E

E

E

E

30

2
5

2
5

E

Ｂ

凡   例

新設貫通箇所を示す。（極力既設孔を利用のこと。）

既設管に接続箇所を示す。⇒

注記）

しないよう事前に鉄筋探査を行うこと。

改修配管設備に必要な貫通孔あけは本工事に含むものとし、配筋を切断
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Ａ Ｃ
１

Ａ Ｃ
２

※管径は参考とし、採用空調機の基準により施工すること。

冷媒配管サイズ（液管×ガス管）　
単位：φmm

Φ６．４ × Φ９．５ Φ１２．７ × Φ２８．６

Φ６．４ × Φ１２．７ Φ１５．９ × Φ２５．４

Φ６．４ × Φ１５．９ Φ１５．９ × Φ２８．６

Φ９．５ × Φ１２．７ Φ１５．９ × Φ３１．８

Φ９．５ × Φ１５．９ Φ１５．９ × Φ３８．１

Φ９．５ × Φ１９．１ Φ１９．１ × Φ２２．２

Φ９．５ × Φ２２．２ Φ１９．１ × Φ３１．８

Φ９．５ × Φ２５．４ Φ１９．１ × Φ３８．１

Φ１２．７ × Φ１５．９ Φ１９．１ × Φ４４．５

Φ１２．７ × Φ１９．１ Φ２２．２ × Φ３８．１

Φ１２．７ × Φ２２．２ Φ２２．２ × Φ４４．５

Φ１２．７ × Φ２５．４

　★　区画貫通箇所を示す。（認定工法にて施工のこと。）
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凡   例

区画貫通箇所を示す。（認定工法にて施工のこと。）★
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ＦＡＸ 改修　２階平面図

空気調和設備図

企画課統計室

土地改良区

東近江地区
2-A会議室

2-B会議室

機械室（２）

改修　２階平面図　1/1 0 0

ＡＣＰ
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１

ＡＣＰ
２

ＡＣＰ
２

ＡＣＰ
２

2-D会議室

R R R R R R

Ｍ-３４

旧農業管理センタ－改修工事（機械設備工事）

P

P
50

P

P

凡   例

新設貫通箇所を示す。（極力既設孔を利用のこと。）

既設管に接続箇所を示す。⇒

注記）

しないよう事前に鉄筋探査を行うこと。

改修配管設備に必要な貫通孔あけは本工事に含むものとし、配筋を切断

改修は、ピット内部分です。
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※管径は参考とし、採用空調機の基準により施工すること。

冷媒配管サイズ（液管×ガス管）　
単位：φmm

Φ６．４ × Φ９．５ Φ１２．７ × Φ２８．６

Φ６．４ × Φ１２．７ Φ１５．９ × Φ２５．４

Φ６．４ × Φ１５．９ Φ１５．９ × Φ２８．６

Φ９．５ × Φ１２．７ Φ１５．９ × Φ３１．８

Φ９．５ × Φ１５．９ Φ１５．９ × Φ３８．１

Φ９．５ × Φ１９．１ Φ１９．１ × Φ２２．２

Φ９．５ × Φ２２．２ Φ１９．１ × Φ３１．８

Φ９．５ × Φ２５．４ Φ１９．１ × Φ３８．１

Φ１２．７ × Φ１５．９ Φ１９．１ × Φ４４．５

Φ１２．７ × Φ１９．１ Φ２２．２ × Φ３８．１

Φ１２．７ × Φ２２．２ Φ２２．２ × Φ４４．５

Φ１２．７ × Φ２５．４

　★　区画貫通箇所を示す。（認定工法にて施工のこと。）
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区画貫通箇所を示す。（認定工法にて施工のこと。）★
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断熱材被覆銅管

※ ただし、天井内については上記に変えて断熱材被覆銅管（保温厚20m m）とする。

材　　　　料　　　　名 備　　　　考

２

１

４

３

規　　　　格

４

断熱支持具の厚さ（Ｔ）と長さ（Ｌ）

Ｔ ＬＡ

ロックウール又はモルタル

けない。

又はグラスウール保温筒を使用してはい

貫通部分にポリスチレンフォーム保温筒

※ 天井、ＰＳ内の場合は原紙を省略できる。

※ 原紙＋アルミガラスクロスに替えアルミガラス化粧原紙を使用できる

ﾃｰﾌﾟ(幅50mm)とすることもできる

※ 天井、ＰＳ内の場合は原紙を省略できる。その場合ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ化粧ｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温筒＋ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ粘着

※ 原紙＋アルミガラスクロスに替えアルミガラス化粧原紙を使用できる

※ 排水の床下・暗渠内および屋外露出は保温を行わない。

※ 粘着ビニールテープ１本１ｍに付き２箇所２回巻き

※ 通気管の保温は排水分岐より１００ｍｍのみ保温を行う。

※ 詳細は国土交通省機械設備工事共通仕様書及び同施工管理指針に基づく。

　 は監督員と協議する。

※ 現場の収まり、取り合い等の関係で設計図書によることが困難又は不都合な場合

※ 設計図書に明記の無い場合又は疑いが生じた場合は監督員と協議する。

※ 共同溝の保温の種別は特記による。

※ 厨房、浴室等の多湿箇所はカラー亜鉛鉄板をステンレス鋼板に読みかえる。

文　

字

配管表示色

管　種 日塗工品番色日塗工品番色管　種

冷 媒 管

給 湯 管

空 気 管

油　　管

膨 張 管

冷却水管

蒸 気 管

冷温水管

温 水 管

冷 水 管

ガ ス 管

消 火 管

通 気 管

汚 水 管

雑排水管

井 水 管

揚 水 管

給 水 管

50mm50mm

ロックウール保温筒ロックウール又はモルタル

グラスウール保温筒

ダンパー

グラスウール保温筒

ロックウール又はモルタルロックウール保温筒

又はグラスウール保温筒を使用してはいけない。

貫通部分にポリスチレンフォーム保温筒

１ｍ

ＶＰ管７５Ａ以下は鋼管と同じ

３１ ４２

ハンガー型断熱支持具

３

冷水・冷温水管の配管支持金具

屋
外
露
出　
　

(

バ
ル
コ
ニ
ー
・
開
放
廊
下
を
含
む
）

冷媒配管（全ての施工場所）浴
室
・
厨
房
等
の
多
湿
箇
所　

（
厨
房
の
天
井
内
は
含
ま
な
い
）

機
械
室
・
書
庫
・
倉
庫

天
井
内
・
Ｐ
Ｓ
内
・
空
隙
間
中

床
下
、
暗
渠
内　
　

（
ピ
ッ
ト
内
含
む
）

３
０
０

文　字

１５０

屋
内
露
出　
　

（
一
般
居
室
、
廊
下
）　

３０

パイプシャフト表示板

色別

点検口表示板

１００

単位：ｍｍ

５０

４０

５０

４０

５０

５０

５０

３０

５０４０

４０２５

２５

２５

２５

５０

２０

４０

３０

２０

３０

２０

４０

２０

４０

４０

４０

２５

２５

３０

３０

３０

50

Ⅷ

２５

Ⅲ

７５

Ⅳ

Ⅶ

５０

Ⅴ

Ⅱ

Ⅰ

呼び径 参 考 使 用 区 分3002 5 0

Ｐ

20 0

Ⅵ

3 2 1 5 01 0 0 1 2 54 0 6 5 8 02 52 01 5

Ｇ

Ｐ

Ｒ

Ｇ

Ｇ

Ｒ

Ｒ

Ｇ

Ｒ

２

５０

１００

５０３０

３０２００Ａ

２０

４０２５０Ａ～３００Ａ

３

　１５Ａ～　２５Ａ

単位：ｍｍ

グラスウール保温筒

バンド

　３２Ａ～１５０Ａ

備　　　　考

断熱支持具

２０

４

１

材　　　　料　　　　名 規　　　　格備　　　　考規　　　　格

２

２

３

１

４

規　　　　格材　　　　料　　　　名 備　　　　考

材　　　　料　　　　名

３

４

２

１

規　　　　格材　　　　料　　　　名

３

４

規　　　　格 備　　　　考

３

１

材　　　　料　　　　名

備　　　　考

５

４４

３

備　　　　考

１

３

２ ２

１

備　　　　考規　　　　格材　　　　料　　　　名

２号　４５Ｋ

材　　　　料　　　　名 規　　　　格

２

４

５

備　　　　考

３

１

規　　　　格

線径　０．６ｍｍ

材　　　　料　　　　名

３

１

２

鋼　管

Ｖ Ｐ 管

２

３

２

１

１０

１

５

３ １

１ ４

２

２

給水・排水（通気）

共通事項

配管行先表示板

保温材の厚さ 防火区画貫通箇所施工要領

弁フランジなどの保温

給湯・温水（膨張管含む）・蒸気・冷水・冷温水

４３１

３

１ ４２

１ ４

３

２１ ４

３

２ ３

１ ５

２

２１ ４２

ポリスチレンフォーム保温筒は、１本につき２箇所以上粘着テープ２回巻きとする。

テープ巻きその他の重なり幅は、原則として、テープ状の場合は１５ｍｍ以上（ポリエチ

レンフィルムの場合は１／２重ね以上）、その他の場合は３０ｍｍ以上とする。

テープ巻きは、配管の下方より上向きに巻き上げる。アルミガラスクロス巻き等で、

ずれるおそれのある場合には、粘着テープ等を用いてずれ止めを行う。

屋内露出（一般居室、廊下）の場合、保温見切り部分には菊座、また分岐曲がり部な

どはバンドを取付ける。

保温筒取り付けの鉄線巻きは１本（１ｍ）につき２箇所２回巻きとする。

鉄板巻きの継目部にはシールを行う。

保温筒使用困難な場所は、グラスウール又はロックウール保温帯を使用してもよい。

屋内露出の配管及びダクトの床貫通部は、その保温材保護のため、床面より少なくとも

高さ１５０ｍｍまでステンレス鋼板で被覆する。

１、

２、

３、

４、

５、

６、

７、

８、

ロックウール

グラスウール

ポリスチレンフォーム

ロックウール

グラスウール

ポリスチレンフォーム

ロックウール

グラスウール

ロックウール

グラスウール

給水管

排水管

温水管

給湯管

蒸気管

冷温水管

冷水管

冷媒管

機器、排気筒、煙道、内貼

ダクト露出部は５０、隠蔽部は２５

詳細は標準仕様書による。

１、鋼管の場合

※ 管径に関係なく通常の保温工事でよい。

※ 区画貫通箇所はロックウール材又はモルタル詰めを行う。

２、ＶＰの場合

【最上階４階まで　１時間耐火】

※ １２５ｍｍ以上は鋼管または大臣認定の耐火二層管を

　 使用する。

※ １００ｍｍには０.５t亜鉛鉄板を前後１ｍ巻くこと。

　・保温は保温材がポリスチレンフォーム保温筒の場合は

　　ロックウール保温帯２５tを鉄線にて取り付ける。

　・区画貫通箇所はロックウール材又はモルタル詰めを行う。

　・鉄板は区画貫通箇所を通して、前後１ｍ管材の上に巻き

　　その上に保温を行う。

※ ７５ｍｍ以下は鉄板巻き不要である。

　・保温材はポリスチレンフォーム保温筒でよい、ただし

　　貫通箇所はロックウール保温材又はモルタル詰めを行う。

【５階～最上階１４階まで　２時間耐火】

※ 上記１時間耐火の管径より１ランク下げた管径を代入する。

ＶＰ管７５Ａ以下は鋼管と同じ

ロックウール又はモルタル

ロックウール保温帯

鉄板

《 冷水､冷温水管 》《 ダ ク ト 》

《 給排水管 》

冷水､冷温水給水､給湯､温水､蒸気

　 、弁及びフランジは保温を行わない。

※ 蒸気、温水配管で室内及び暗渠内の各種装置廻りの配管は保温を行わない、ただし火傷の

　 可能性がある場合は火傷防止をおこなう。

※ 屋外は金網の下にポリエチレンフィルム を巻く。

※ 給水、給湯、冷水、冷温水用の露出配管で、保温を行う６５Ａ以上の弁、ストレーナー等

　 ビス、などにより容易に脱着できうる金属製カバーによる外装を施す。

（室内外共：カラー亜鉛鉄板）

※ 給湯、温水、蒸気配管で室内及び暗渠内の伸縮継手、防震継手、フレキシブルジョイント

ポリエチレンフィルム  金網  金網

グラスウール３２Ｋ×５０tグラスウール３２Ｋ×２５t

Ｌ16-837･134

Ｌ１１－４４２

Ｌ　９－２０４

Ｌ１５－３０８

Ｌ１６－１３４

Ｌ　８－７０１

Ｌ１４－１４３

Ｌ　１－１０３６

Ｌ１６－１３５

〃

〃

〃

〃

Ｌ１６－８３７

Ｌ１１－４４２

Ｌ１６－１４１

Ｌ１１－２１４

Ｌ１５－７４６

２本

３本

２本

濃青色

緑

赤

茶の破線

茶

茶

青

青

青

２本緑

白

黄

ﾚﾝｶﾞ色 ２本

淡水色

暗い赤

濃青､ﾚﾝｶﾞ色

ﾚﾝｶﾞ色

肌色

　 横書きの場合は左側に色別バンドを取り付ける。

※ 屋内外露出の配管名表示部分には、縦書きの場合は下部、

※ 表示板の材質は塩化ビニール樹脂製とする。

外装材は冷温水に準じる

※ 台型断熱材の厚さはハンガー型と同じとする。

※ 台型の場合は腰高品（既製品＋１０ｍｍ）を使用する。

※ ハンガー型は蝶番式又は提灯型を使用する。

※ 給湯、温水、蒸気の場合はポリエチレンフィルムを省略できる。

鉄　線

ポリエチレンフィルム

原　紙

綿　布

ＪＩＳ　Ｇ　３５３２

ＪＩＳ　Ｚ　１７０２

２号　４５Ｋ

線径　０．６ｍｍ

厚さ　０．０５ｍｍ

１㎡　３７０ｇ以上

１㎡　１１５ｇ以上

グラスウール保温筒

鉄　線

ポリエチレンフィルム

原　紙

アルミガラスクロス

ＪＩＳ　Ａ　９５０４

ＪＩＳ　Ｇ　３５３２

ＪＩＳ　Ｚ　１７０２

２号　４５Ｋ

線径　０．６ｍｍ

厚さ　０．０５ｍｍ

１㎡　３７０ｇ以上

※ ポリエチレンフィルムを省略できる給湯、温水、蒸気の場合は給水、排水の仕様による。

グラスウール保温筒

粘着ビニールテープ

ポリエチレンフィルム

着色アルミガラスクロス

ＪＩＳ　Ａ　９５０４

ＪＩＳ　Ｚ　１５２５

ＪＩＳ　Ｚ　１７０２

（Ａ種３号）

厚さ　０．２ｍｍ

厚さ　０．０５ｍｍ

黒色

鉄　線

ポリエチレンフィルム

ＪＩＳ　Ａ　９５０４

ＪＩＳ　Ｇ　３５３２

ＪＩＳ　Ｚ　１７０２

２号　４５Ｋ

線径　０．６ｍｍ

厚さ　０．０５ｍｍ

※ 特記以外はこの施工標準図による。

ポリスチレンフォーム保温筒

粘着ビニールテープ

ポリエチレンフィルム

グラスウール保温筒ＪＩＳ　Ａ　９５１１

ＪＩＳ　Ｚ　１５２５

ＪＩＳ　Ｚ　１７０２

（Ａ種３号）

厚さ　０．２ｍｍ

厚さ　０．０５ｍｍ

厚さ　０．２ｍｍ

（Ａ種３号）

厚さ　０．０５ｍｍ
黒色

ＪＩＳ　Ａ　９５１１

ＪＩＳ　Ｚ　１５２５

ＪＩＳ　Ｚ　１７０２

ポリスチレンフォーム保温筒

粘着ビニールテープ

ポリエチレンフィルム
着色アルミガラスクロス

グラスウール保温筒

鉄　線

原　紙

アルミガラスクロス

ＪＩＳ　Ａ　９５０４

ＪＩＳ　Ｇ　３５３２

２号　４５Ｋ

線径　０．６ｍｍ

１㎡　３７０ｇ以上

グラスウール保温筒

鉄　線

ＪＩＳ　Ａ　９５０４

ＪＩＳ　Ｇ　３５３２

グラスウール保温筒 ＪＩＳ　Ａ　９５０４

合成樹脂製カバ－

（ピン留め施工）

３

ステンレス鋼板 ステンレス鋼板

保温施工標準図(1)

◆ＴＩＴＬＥ◆ ◆ＳＨＥＥＴ　ＴＩＴＬＥ◆ ◆ＳＣＡＬＥ◆

株式会社　大 村 建 築 設 計 事 務 所一級建築士(大臣）登録229265号　 大村 悟子

一級建築士事務所　滋賀県知事登録(ｶ）152号

 　． 　． 　．  　． 　． 　．

 　． 　． 　．  　． 　． 　．

 　． 　． 　．  　． 　． 　．

 　． 　． 　．

ＤＡＴＥ

ＤＡＴＥ

◆ＮＯＴＥ◆

ＴＥＬ
一級建築士事務所

ＦＡＸ

Ｍ-３７

旧農業管理センタ－改修工事（機械設備工事） 保温施工標準図(1)



◆ＴＩＴＬＥ◆ ◆ＳＨＥＥＴ　ＴＩＴＬＥ◆ ◆ＳＣＡＬＥ◆

株式会社　大 村 建 築 設 計 事 務 所一級建築士(大臣）登録229265号　 大村 悟子

一級建築士事務所　滋賀県知事登録(ｶ）152号

 　． 　． 　．  　． 　． 　．

 　． 　． 　．  　． 　． 　．

 　． 　． 　．  　． 　． 　．

 　． 　． 　．

ＤＡＴＥ

ＤＡＴＥ

◆ＮＯＴＥ◆

ＴＥＬ
一級建築士事務所

ＦＡＸ

Ｍ-３８

旧農業管理センタ－改修工事（機械設備工事） 保温施工標準図(2)


